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資

小

作

争

議

原

因

の

研

究

＼

9

戸

田

海

市

我
国

に
於
て
は
、
少
く

ご
も

工
業

労
働
者

の
二
倍

以
上

の
人

口
を
抱

擁
す

る
小
作
λ
階
級

の
間

に
於
け

る
耐

會
的
運
動

は
種

々
の
黙

に
於

て
都
市
労
働
問
題

以
上

の
重
大
意
義

を
有

す

る
の
み
な
ら
す

、
従

来
世
界

に
於
て

農

業
肚
曾
問

題

の
最
も
悪
化

せ
る
伊
太

利

に
比

し
て

我
国

の
小
作
争
議

は

一
層

重
大

ご
な

る

㎡、
し

`
認
む

る
場

合

も
少
な

か
ら
ず
。
近

雄
壮
會

運
動

に
従
事
す

る
者

も
小
作

問
題

に
其

注
意
を
韓

回
す

る

の
形
勢

を
示
す

に
至

れ
b
。

小
作
争

議
原

因
に
關

し
.
偶

々
農
商

務
省
農

政
.課

長

石
黒
患

篤
灰

の
意
見

に
捜

せ
り
、
政
友
會
政

務
調

査
會

に
於

て
五
月
十

九
日

に
説
明
す

る
所

に
か

、
る
。
曰

く
、

我
国
の
戸
数

一
千
萬
戸
の
丙
農
家
は
五
百
五
†
六
萬
戸
で
約
五
割
六
分
に
當
っ
て
居
り
、
全
團
の
耕
作
地
に
六
百
十
三
萬
五
千
町
歩
に
達
し

其
町
自
作
農
に
五
割
五
分
、小
作
農
は
四
割
五
分
で
あ
り
、小
作
農
11
漸
次
増
加
ぜ
ん
芝
す
み
傾
告
が
あ
ろ
。
鹿
が
一
方
日
本
ば
農
家
一
戸
の
平

均
縄
螢
は
一
町
歩
で
耕
作
地
が
狭
い
の
み
な
ら
ず
・
小
作
料
の
競
争
が
あ
っ
て
小
作
料
が
漸
騰
し
叢
に
小
作
問
題
が
益
々
喧
し
く
な
つ
軒11、
從

來
の
習
慣
や
現
駅
に
當
箱
ら
凋
民
法
其
他
の
諸
制
度
が
出
來
て
問
題
に
「層
六
つ
か
し
く
な
っ
て
来
た
鐸
で
あ
ろ
。
而
し
て
画
小
作
$
議
11
逐

次
滑
翔
の
傾
向
が
あ
ろ
ミ
ε
11
大
正
二
年
に
四
百
八
件
、
大
正
+
年
度
ド
千
二
百
五
十
五
件
に
な
っ
て
居
る
の
々
見
て
も
瞭
で
あ
み
が
、
其
原

ド資

料

小
作
争
議
原
因
の
研
究

第
十
五
巻

(鯖
三
厩

一旨二
五
)

四
三
九

赫
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資

料

小
作
争
議
原
因

の
研
究

婿
十
五
巻

(第

三
號

=

工
C

四
四

〇

国
々
振
討
す
れ
ば
極

々
め

る
や
う
で
あ

る
云
々
。

ε
。
而
し
て
小
作
争
議

の
原
因
`
し
て
十

四
の
項
目
を
掲
ぐ
。
余
に
早
速
播
當
す
る
所

の
縄
濟
演
習
の
研
究

題
目
の

「
ご
し
て
「
小
作
争
議
原
因
の
研
究
」
を
加

へ
、
畢
生
.を
し
て
石
黒
氏
の
所
謂
十
四
原
因
を
批
評
せ
し
め

た
b
。
本
文
は
常
時
畢
生
借
着

の
爲
め
に
配
付
し
た
る
参
考
交

に
幾
分
の
添
削
を
加

へ
陀
る
も
の
な
り
。
故
に

　
蓮
り
農
業
経
済
の
智
識
を
有
す
る
人
々
に
取
り
て
は
参
考

ε
す

る
の
償
値
少
な
き
を
怒
る
。
余
は
病

の
爲
め

久
し
く
本
誌
に
筆
を
絶
ち
し
が
、
編
輯
委
員
諸
君
の
命
に
鷹
じ
て
資
料
欄

に
本
文
を
提
供
す
る
事

ε
せ
り
。

塾

.

第

一

争
議
原
因
研
究
方
法

/

小
作
争
議
の
原
因
を
研
究
す
る
に
當
り
て
は
、
先
づ
争
議

の
原
因
の
何
た
る

べ
き
や
を
明
に
し
、
更

に
其
導
原

因
を
系
統
的
に
配
列
分
類
し
、
即
ち
事
實
を
見
出
し
て
之
に
學
問
的

加
工
を
爲
す

こ
・し
を
要
す
。
故
に
問
題
は
原

因
の
探
究

ε
分
類
綜
合

ご
の
二
段

の
手
績

に
分
る
。

一

原

因

の

探

究

一
、
人
間
が
緊
密
な
る
有
機
的
の
吐
會
組
織
の
下
に
生
存
す
る
以
上
は
、
表
面
上
如
何
に
没
交
渉
の
如
く
見
ゆ

る
事
柄
も
間
接

に
は
相
互
に
因
果
關
係
に
立

つ
場
合
多

し
、
故
に
小
作
争
議
の
原
因
の
種
類
を
探
究
す
る
に
労
り

て
も
極
め
て
間
接

の
も
の
に
ま
で
及

ぶ
の
方
針
を
探
る
ε
き
は
殆
ん
ご
無
限

に
其
範
園
を
横
張
し
得

べ
し
。
如
何

な
る
範
園
ま
で
探
究
を
限
定
す

ぺ
き
や
に
付
て
は
、
確
定
的

の
限
界
存
在
せ
す
、
之
を
決
定
す
る
は
研
究

の
便
益

に
基
づ
く
程
度

の
問
題
な
り
.

,



二
、
小
作
争
議
を
以
て
輩
に
土
地
貸
借
の
條
件
に
關
す
る
争
議

ご
見
る

べ
き
ゃ
。
叉
は
農
村
肚
會

の
共
同
組
織

者

ざ
し
て
の
地
主
及
小
作
人
両
階
級
の
樹
立
上
、
小
作
人
が

一
般
に
共
同
組
織
者
ご
し
て
公
正
の
待
遇
を
要
求
す

る
の
傾
向
強
き
や
。
即
ち
共
同
生
活
の
建
設
構
成
に
謝
し
て
公
正
な
る
参
加
を
要
求
し
、
叉
共

同
建
設
の
結
果
た

る
有
形
無
形
の
肚
曾
和
盆
の
公
正
な
る
分
配
を
要
求
す
る
の
傾
向
強
し
ぜ
認
め
、
從
て
小
作
争
議
が
表
面
上
は
小

作
料
の
高
低
小
作
期
間

の
長
短
等
の
土
地
貸
借
係
件
に
集
中
せ
ら
る
㌧
場
A
・
ピ
難
も
、
㈲
ほ
内
面

に
於
て
は
此
孚

r議
を
促
進
す
る
原
因
が
更
に
深
遠

な
り

ご
認
む
る
や
。
此
の
二
つ
の
見
方
に
由
り
孚
議

原
因
の
橦
類
及
其
軽
重
し

關
す
る
意
見
に
人
な

る
差
異
を
生
す

べ
し
。
而
し
て
此
黙
に
關
し
注
意
す

べ
き
は
、
小
作
人
階
級
の
進
歩
の
程
度

の
人
な
る
地
方
ほ
こ
争
議
原
因
が
複
雑
深
遠
な
る
の
事
實
な
り
。

三
、
産
業
革
命
に
何
て
先
騙
を
爲
し
π
る
文
明
國
の
都
曾
的
商
工
的
空
気
の
内

に
酸
達
せ
し
現
代
思
想
界
に
取

b

て
、
農
業
ε
農
村
肚
會
ε
は
大
な
る
程
度
に
未
開
の
境
地
ε
云
ふ
べ
く
、
我
国

の
如
き
は
、
商
工
脛
濟
の
初
期

に
在
b
て
総
て
の
産
業
中
合
街
ほ
農
業
が
最
も
重
き
を
篤
し
つ
」
あ
る
に
係
ら
す
、
思
想
界
は
都
會
的
商
工
髄
室

氣
の
内

に
あ
b
て
、
農
業
ざ
農
村
社
倉

ξ
は
今
後
新
た
に
獲
見
探
求
せ
ら
る
べ
き
領
分
に
属
す
。
小
作
問
題
の
瀕

鞍
は
實
に
我
思
想
界
を
し
て
北
新
獲
見

に
向
は
し
む
る
も
の
な
り
。
從

っ
て
都
鄙
各
地
方
各
職
業
及
各
肚
會
階
級

の
間
の
有
機
的
關
係
が
如
何
な
る
程
度
に
密
接
な
り
や

に
關
す
る
見
解
の
異
同
も
争
議
原
因

の
探
求
上
大
な
る
影

響

を
及
ぼ
す

べ
し
。
而
し
て
此
有
機
的
關
係
が
地
方

に
由
り
て
大
差
あ
b
、
從
て
争
議
原
因
も
地
方
に
由
b
異
同

あ
る
こ
ご
に
注
意
す
る
を
要
す
。

二
.
原
因
の
分
類
綜
合

資

料

小
作
争
厳
原
因
の
研
究

第
†
五
巻

〔第
三
號

]
.二七
}

四
画
一
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號

一
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八
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四
四
二

一
、

小
作
孚
議

の
原

因

ε
し

て
探
究

せ
ら

れ
た

る
諸
原

因
を
分
類
す

る
の
標
準
も

、
亦
固

よ
り
唯

一
無
二

の
確

定
的

の
も
の
.に
あ
ら
す
。

各
自

が
最
も

重
要

ε
認

め

又
は

研
究
上
最
も
興
味

を
戚
ず

る
観
察
黙

よ
り
分
類
を
試
む

る
を
得

べ
く
、
其
何
れ
の
観
察
黙
を
重
し
ε
す
る
や
は
、

↓
概

に
断
定
す
る
を
得
ず
。
各
観
察
黙
は
夫
れ
く

特

有
の
償
値
を
有
す

る
を
得

べ
し
。

二
、
争
議
獲
生
の
脛
路
を
辿
り
て
直
接
間
接
原
因
の
薩
別
を
立
て
、
又
争
議
を
獲
生
せ
し
む
る
効
力
の
強
弱

に

由
り
て
主
因
副
因
の
厩
別
を
立
て
得

べ
し
。
而
し
て
直
接
原
因
に
し
て
効
力
弱
く
、
間
接
原
因

に
し
て
其
の
強
き

場
合
な
き
に
め
ら
す
。
故
に
此
両
画
別
を
以
て
同

一
物
を
異
れ
る
立
場

よ
b
観
察
す

る
も
の
の
如
く
取
扱

ふ
は
當

を
得
す
。

三
、
争
議
原
因
ε
な
れ
る
小
作
人
の
要
求
は
、
従
来
の
地
位
を
改
善
せ
ん
ε
す

る
積
極
的

の
も
の
こ
.
其
地
位

の
悪
化
を
防
止
せ
ん
ざ
す

る
消
極
的
の
も
の
.ε
に
分
つ
を
得

べ
し
。
昨
年
末
以
来
の
小
作
争
議
は
、
昨
年

の
不
作
を

メ

理
由

ε
し
て
小
作
料
軽
減
を
要
求
す
る
も
の
多
く
、
從
て
形
式
上
其
要
求
は
積
極
的
な
る
が
如
き
も
、
蜜
際
に
は

不
作
に
由

る
小
作
人
の
所
得

の
減
少
を
防
止
す
る
の
必
要
に
出
つ
る
消
極
的
の
も
の
ε
見

る
を
得

べ
し
。
只
だ
近

來
の
小
作
争
議
を
通
観
す
れ
ば
、
小
作
人
は
自
己
の
地
位
が
都
會
勢
働
者

に
比
し
て
甚
だ
劣

れ
る
こ
ε
を
自
畳

し

從
て
小
作
料

に
し
て
輕
減

せ
ら
れ
す
ん
ば
断
然
農
業
を
棄
て
、
都
市
勢
働

に
韓
向
せ
ん
ε
す
る
の
氣
勢
が
年

々
に

強
ま
り

っ
、
め
b
。
足
れ
脛
濟
界

の
沈
哀
以
來
都
市
勢
働
争
議
が
消
極
的
意
義
を
含
む
こ
ご
大
ε
な
れ
る
に
反
し

小
作
争
議
は
今
爾
ほ
大
膿

に
積
極
的
意
義
を
有
す

る
こ
ご
人
な
る
所
以
な
る

べ
し
。
現
に
昨
年
來
小
作
人
に
し
て

小
作
争
議
の
手
纏
を
脛
る
こ
ε
な
く
、
直
に
小
作
地
を
返
還
レ
て
他
業
に
韓
す
る
者
多
数
に
上
れ
る
の
事
實
あ
サ

曜



工
業
勢
働
者

は
賃

金

の
低

下

ざ
失
業

の
増
加

ε

に
苦
し

み

つ
、
あ
り
.ご
禰
せ
ら

る

N
に
係
ら
す

、
小
作

人

に
し
て

都
募

働
に
輔
向
す

る
者
多
き
の
事
實
を
見

る
ε
き
は
、
如
何
に
下
層
の
農
業
夢
禦

従
孫
不
利
の
地
位
に
立
ち

し
や
を
察
す

る
を
得

べ
し
。
現
に
自
作
農
す
ら
、
其
勢
働

に
謝
し
相
當
の
報
酬
を
計
算
す
る
ご
き
は
、
其
所
有
地

に
封
ず

る
地
代
牧
人
皆
無

ざ
な
り
、
叉
投
下
資
本

に
封
ず

る
利
息
も
皆
無
ビ
な
る
が
如
く
不
利

の
地
位
に
立
て
り

四
、
隊
洲
戦
争
は
世
界
各
國
に
於
け
る
民
衆
化
酌
傾
向
(
デ

モ
ク
ラ
チ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
)
を
急
速

に
進
歩

せ
し

め
、

男
子
の
専
制

に
謝
し
て
亥
子
の
解
放
、
及
資
本
的
頭
脳
労
働
的
専
制
に
射
し
て
筋

肉
勢
働
者

の
解
放
の
勢
著
し
く

叉
高
給
熟
練
勢
働

の
支
.配
に
封
ず
る
下
級
不
熟
練
労
働
者
の
向
上
も
著
し
く
な
れ
る
ご
同
様
に
、
從
來
低
級

の
生

活
に
甘
.ん
じ
て
砒
會
公
共
に
謝
し
低
廉

の
食
物
を
供
給
し
た
る
農
業
従
業
者
が

　
般
消
費
者
的
勢
力
叉
は
都
市
的

勢
力
よ
b
解
放
せ
ら
れ
ん
ξ
し
、
特

に
戦
雪
中
各
国
は
食
糧
供
給
問
題

に
付
き
食
糧
消
費
者
た

る
都
市

の
勢
力
が

共
生
産
者
陀
る
田
舎
を
充
分
に
支
配
し
得
ざ
る
こ
ε
を
痛

切
に
實
酸
し
、
文
部
市
勢
働
者

に
立
脚
す

る
露
國
の
肚

會
革
命
が
田
舎
の
地
主
を
撲
滅
し
て
前
主
的
自
由
農
業
勢
働
の
建
設

に
成
功
し
た
る
も
、
此
自
主
的
農
業
労
働
の

反
抗

の
爲
め
に
破
綻
を
生
じ
つ
、
あ
り
。
今
後
駐
會
組
織
の
根
本
源
則
の
如

何
に
決
定
せ
ら
る
Σ
を
問
は
す
、
農

ご
工
、
都
會

ε
農
村
ε
は
肚
會
組
織
の
両
本
位
ご
し
て
利
害
の

↓
致

ε
共

に
其
反
致
を
も
眠
く
示
す

べ
し
。

.

我
国

に
於
て
も
、
農
業
從
業
者
の

一
般
の
向
上
特
に
其
牧
人
増
加
の
要
求
が
次
第

に
強
ま
り
、
地
主
及
自
作
農

は
公
費
負
擢

の
軽
減
(漱
育
費

の
国
庫
負
措
の
要
求
も
其

一
方
法
ξ
し
て
見
る
を
得

べ
し
)
ε
外
國
農
産
物
の
競
争

に
野
す

る
國
内
生
産
の
保
護
の
要
求
に
重
き
を
置
き
、
小
作
人
は
小
作
料
軽
減
ご
工
業
勢
働
移
韓
ご
に
由
り
て
収

入
増
加
を
求

め
つ
、
あ
り
。
現
に
小
作
人
階
級
の
工
業
勢
働
無
業
又
は
繭
業

の
盛

し
行
は
れ
得

る
地
方
ほ
こ
小
作

資

料

小
作
争
議
原
因
の
研
究
.

・
第
十
五
巻

(第
三
號

=
一九
)

四
四
三

.'

`

=
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、

貸

料

小
作
争
議
原
因
の
研
究

第
+
五
巻

(第
三
號

一
三
〇
)

四
四
四

孚
議

も
盛

ざ
な
り

っ
、
あ

り
。

何

れ
の
場

合

に
て
も
.

農
産
供

給
尚

の
減

少

ご
其

風
格
騰
貴

ご
を
生

じ
て
邪

術
消

費

者

の
利
益

に
反

せ
ざ

る
を
得
す
。

此

櫨

の
観

察
黙

に
興
味

を
存

ず
る
者
は
、

小
作
争
議

原
因

に
付

て
も
.
其

の
商

工
業
的
生
活

`
の
…關
係

の
有

無

厚
薄

の
上

よ
奇
匠

利

し
て
研
究

を
進

む

る
こ
ざ
を
有
益

だ
す

べ
し
。
.

第
二

、石
黒
氏
列
墨
の
争
議
原
因

以
上

、
小
作
争

議

の
原

因

の
研
究

方
法

に
付

き
.
大
器

の
方
針
を

明

に
し

た
り
。
更

に
進

ん
で
.石
黒
氏
列
學

の

争

議
原

因
十
四
項

の
主

な

る
も

の
を
概
略
説

明
し
て
、
之

L
簡

単
な
る
批

計
を
加

へ
ん
。
研
究

の
便
宜

上
同
氏
列

墨

の
原

因
を
、

一
、
地

上
小
作
人

の
分
配
上

の
利
害

り
組
反

、
二
、
人

口
増
加

に
比

し
我
国

の
耕
地
狭

小
な

る
こ

嬉
、
三

、
農

業

ご
他

の
産
業

ご
の
対
立
關
係

」
於

て
農

業

ω
不

利
な
る

こ
ε
、
四

、
土

地
貸

借

の
方
法

僚
件

の
四

部

に
大
別

し
、
更

に
各
項
目

に
付

き
批

評
を
試

む

べ
し
。

、

一
.
地

主

小
作
人

の
分
配
上

の
利

害

の
相

反

H
小
作
人
ピ
地
主
己
は
分
配
上
の
利
害
相
反
し
て
み
る
・、ε
、

し

や

も

ロ

ロ

や

い

ロ

ロ

コ

し

ロ

ロ

し

コ

ヤ

ぬ

ヘ

セ

.

第

一
項

の
争
議

仏
根
源

力
而
者

利
害

の
相

反
℃
存
す

る
こ
ε

は
自

明

の
理

な

れ
ご
、
も
、
其

相
反

關
係
　が
凋

り
分

配
上

に
存
す

嬉
認

む

る
は
狭

き

に
過

ぐ

べ
く

、
此
外

L
農

村
構
成
者

こ
し
て

の
両
者

の
感
情

が
次
第

に
圓
満

を
咲

く
に
至
り
し

こ
ご
を

看
渦
す

る
を
得
す

、」
帥

ち
地

主
階

級

は
因

習
的

に
小
作

人
階

級
を
.劣

等
階

級

ε
七
て
待

遇
せ

ん

こ
す

る
に
射
し

、
自
畳

し

つ
、
あ

る
小
作
階

級
の
反
威

の
高

ま
り

つ

、
あ

る
こ
巴
な

り
。
而

し
て
特

に
注
意
を



、

要

す
る
ば
次
の
二
黙

な
り

ε
す
。

ラ

　

イ
郷
倉

に
於
て
も
資

奉
家
階

級
が
勢
働

者

を
劣

等
現

す

る
は
事
實
な

れ
こ

も
、
株

式
會

肱
組
織

を
通
則

こ
す

る

(
現
代
的
大

企
業

に
在

て
勢

卿
看

感
何
人

が
自

己

乞
使
用

写
る
資

本
家
な

る
や
を

知
ら
す
、
命
黒
肌
里

k
こ

ら
直

賎
女

渉

を
生
す

る
.磯

音
な
く
、
加

ふ
る
に
勢

剛
者

が

一
の

企
業

の
下

に
勤

積

ず
る
年
限

感
愁
ら

く
牛

均

一
年

以

囚
の
短

命

に
過

ざ
ず

し
て
常

に

一
企
業

よ
り
他

企
業

に
韓

㍗
る

こ
ε
を
常

ご
す

る
が
故

"
、
勢
働
者

が
資

本
家

に
射

し
て

個
人
的

に
反
戚

を
懐

も

に
至

る
機
會

は
比
較
的

少

厚
き

に
反

し
。
地
主

ご
小
作

人

ξ
は
反

射
の
事
情

に
由

り
劃

人

的

剛
係

乞
生

ず
る

こ
ご
を
常

・こ
す

る
が
故

」
、

一
且

砦
問

の
減

磁
味

嘱
す

る
ご
き
は
相
互

の
關
係

益

々
悪

16
す

る

に

王
る
を
免

れ
ず
。
元

永

旋
村
遊

㎞
の
性
比

は
こ
威

臆

に
支

配
せ
ら

れ
易

さ
性

具

を
有

写
る
も

の
な
る
が
、
地

主

小
作

人
両
者

の
間

は
上
述

の
理
由

よ
り
特

に
人
的
威

情

に
支

配

せ
ら

れ
ざ

る
を
得
す
。
.

ロ
土
地
所
有
者

は
、
小
作
人
階
級

に
謝

し
身

分
上

俊
越

ゼ
り

こ
の
傳

説
的
威
情

独
き
爾

め
.
荷

も
農
村

に
生

活

で
す

る
看

は
如

何
な

る
高
慢

τ
彿

ふ
も
土

地
を
買

入
れ

て
地
主

り
身

分
を
得

ん
`
す

る
の
.傾

国
今
伺
ほ
頗

る
頑
張

な

h
(
近
來
多

少
の
例
外

傾
向

を
生

じ

つ
、
め
り

こ
は

云

へ
)
。
之

が
爲

め
土
地

の
償

啓
暴
騰

し
て
牧
盆
慣
儲

の

二
倍

三
倍

に
達
す

る
場

合
多
し
。
然

る
に
旭
圭

が
此

の
如

く
高

慢

に
土

地
を
買

入

る
ご
き
は
、

小
作
。人

の
要
求

に
慮

じ

て
小

櫃
娩

ビ
軽

掘
」
る

こ
ご
茜
だ

掴

難
し
居
り
、
之
.
か
凋
め
に
小
傾
雛
誠

り
鰍
袈

乞
.兜

晒
ア
。

二

人

目
増
加

に
比
し
我
国

の
耕

地
狭

小
な

る
こ

ざ
.

、
・

コ

我
国
臣
に
山
岳
が
多
く
て
耕
地
が
少
い
に
反
し
入
口
の
孵
卵
率
が
多
い
こ
ε
.

・

ら

ロ

も

り

ら

で

い

　

ロ

ロ

ロ

ロ
　

ヘ

コ

ヘ

ミ

ロ

や

ロ

　

じ

第

二
墳
の
人

口
増

加

に
比
し
耕
地
狭

小
な

る
が
故

に
争

議
を

生
す

ご
云

ふ
ご
き
は
、
人

口
増
加

ご
共

に
耕

作
隈

資

料

小
作
争
議
.諏
因
の
研
究

第
†
五
巻

(第
三
撹

一
三
こ

四
四
五

げ

匝

げ
.
.



資

料

小
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議
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第
十
五
巻
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三
號

=
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)

四
四
宍

界
黙
急
激

に
降
下
し
、
從

っ
て
小
作
料
も
年
々
大

に
騰
貴
す

る
が
爲
め
に
小
作
争
議
を
生
ず

る
が
如
し
ε
難
も
、

今
日
の
小
作
争
議
は
、
小
作
料
増
加
に
反
抗
す

る
こ
ε
よ
b
も
、
寧
ろ
小
作
料
軽
減
の
積
極
的
要
求
が
争
議
原
因

ε
し
て
重
き
を
爲
し
つ
＼
あ
り
Q
只

だ
我
國
の
耕
地
が
更

に
廣
く
、
特

に
低
廉
有
利
に
開
墾
し
得
る
飴
地
が
多
大

に
存
す
る
ざ
き
は
地
主
の
地
位
が

一
層
弱
く
な
り
て
小
作
人
の
積
極
的
要
求
も
容
易
起
實
現
せ
ら
る

べ
(
、
從

っ

て
頑
強
な
る
小
作
争
議
を
見

る
こ
ε
も

…
層
少
な
か
ら
ん
ε
云
ひ
得

べ
し
。
.
.
.

.

.

ヨ

農
業
ご
他
の
産
業

ε
の
樹
立
關
係
よ
b
起
る
争
議
原
因

.

(七M六){五)(四,(三)

農
業
利
益
が
商

工
業
利
益
よ
り
も
少
い
尉
め
農
業

の
利
益

心
地
主

ご
小
作
人
ε
に
分
配
す
ろ
こ
こ
が
面
倒
な
ろ
・
;
・

商

工
業

が
獲
達
し
小
作

人
の
繕
業
で
農
業
勢
力
の
駅
乏
し
た
こ
ど

小

作
人

の
生
活
も
從
來
に
比
し
向
上
し
た
こ

ミ

物
慣
騰
貴
の
結
果
農
業
生
産
費

が
増
加
し
た
一
;
L

穀

物
の
慣
雄
が
生
産
費

に
比
例

ぜ
均
こ
ピ

第
三
項
よ
り
第
七
項
ま
で
は
凡
て
農
業
ε
他
の
産
業
ε
の
対
立
關
係
よ
り
生
す
る
争
議
原
因
な
る
が
藪
に
注
意

す

べ
き
は
同
じ
農
業
の
中
に
も
主
業
だ
る
戦
作
農
業
ε
養
童
其
他
の
副
業
ご
の
樹
立
あ
り
て
、
養
雛
は
戦
争
以
来

急
速
の
獲
展
を
篤
し
、
特
に
近
来
は
憲
夏
秋
の
三
孝
を
通
じ
て
間
断
な
く
養
叢
を
行
ふ
に
至
れ
る
が
爲

め
、
此
方

面
に
農
業
勢
働

の
吸
牧
せ
ら
る

、
こ
ε
、
其
の
商
工
業
に
吸
収
せ
ら

る
、、
に
多
く
譲
ら
ざ
る
の
勢
を
呈
し
、絶

っ
て

コ

い

ヤ

リ

レ

リ

も

も

ヘ

ヤ

小
作
争
議
の
原
因
ご
し
て
重
要
脱
す

る
こ
`
を
要
す

る
に
至
れ
り
、
而

し
て
第
七
項
の
穀
物
の
慣
格
が
生
産
費
に

た

も

も

も

ヤ

へ

比
例

せ
ぬ

こ
巴
に
付

て
は
少

し
く
説

明
を
要
す

べ
し
。
.

へ

我
国
の

一
般
農
産
物
就
中
米
の
慣
幣
は
他

の
諸
商
品
に
比
し
て
可
な
b
の
騰
貴
傾
向
を
有
し
、
之
が
矯
め

一
般

「
噛



滑
費
者
は
農
民
が
不
嘗
の
利
を
得
る
も
の
、
如
く
信
じ
て
不
孕
を
懐
く
に
反
し
、
農
民
は
米
債
の
騰
貴
の
程
度
が

荷
ほ
小
な
る
が
爲

め
農
業
は
他

の
産
業
に
比
し
て
年
々
不
利
の
地
位
に
陥
り
っ
」
め
り
ε
主
張
す
。
此
主
張
た
る

や
米
債
騰
貴

に
比
し
て
生
産
費
増
加
傘
が

一
層
人
な
る
が
爲
め
に
起
る
正
賞

の
も
の
な
る
が
、
其
生
産
費
増
加
の

原
因
は
、
イ
牧
穫
漸
減
の

一
般
的
作
用
の
外
に
、

ロ
我
国
の
農
業
は
今
街
ほ
労
働

の
要
素

に
付
き
過
度
に
集
約
的

く

く

稔
る
在
來
の
生
産
方
法
の
改
良
せ
ら
る
Σ
こ
ご
少
な
く
、
從
て

一
般
に
勢
銀
騰
貴
の
傾
向
大
な
.る
今
日
に
於

て
.生

産
費
増
加
が
大
ε
な
る
の
み
な
ら
す
、

ハ
同
じ
肚
曾
階
級
の
問

に
も
働
き

つ
》
あ
る
民
衆
化
の
結
果
ε
し
て
、
最

下
層
勢
働
た
る
農
業
勢
働

の
勢
銀
騰
貴
の
傾
向
が
他
の
勢
働

起
比
し
て
特

に
強
き
爲
め
、
生
産
費
増
加
が
特

に
大

ご
な
れ
る
が
爲
め
な
b
。

術
ほ
生
産
費
に
關
嚇
し
て
考

ふ
べ
き
は
、
今
後
の
我
農
業
の
改
頁
は
勢
働
を
節
約
し
て
資
本

の
要
素
を
増
加
す

る
こ
ご
(機
械

の
使
用
、
.肥
料

の
増
加
、
耕
地
改
良
)
な
る
が
「
電
球
特

に
世
人
の
注
目
を
惹
き

つ
、
あ
る
は
小
機

械
の
使
用
な
り
。

　
般
農
業
〔穀
勃
耕
作
)
に
付
き
、
欧
米
に
比
し
て
幾
倍

の
集
約
な
る
こ
ぜ
を
必
要
こ
す

る
我
國

の
農
業
に
付
て
大
企
業
の
有
利
な
る
獲
達
は
混
く
望
み
得
ざ
る
所
な
る
べ
き
も
、
.小
機
械
を
巧

み
に
使
用
し
て
敷

・
町
歩
を
集
約
的
に
耕
作
す
る
こ
ε
は
必
ず
し
も
不
能
な
ら
ざ
る
べ
く
、
若
し
之
を
可
能
な
り
蓬
せ
ば
、
自
作
小
作

を
問
は
す
、
今
日
の
如
く
季
均

一
町
歩
内
外
の
小
規
模
の
農
業
が
三
五
町
歩
の
規
模
を
普
通
ご
す
る
に
至
り
、
農
業

生
産
者
の
地
位
が
都
會
勢
働
者
ξ
均
衡
を
保

つ
に
至
る

べ
く
、
特
に
自
主
的
労
働
者
ざ
云
ふ
べ
き
伯
作
農
の
衰
退

を
防
止
す
る
の
み
な
ら
す
、
結
局
農
業
生
産

の
全
部
を
自
作
農

に
由
り
て
脛
管
す

る
に
至
る
べ
し
ε
の
樂
親
説
の

當
否
如
何
な
り
。

資

料

小
作
争
議
原
因
の
研
究

第
十
五
巻

(簾
三
號

=
二
三
)

四
四
七

」



資

料

小
作
争
議
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研
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第

十
五
巻

(
第
三
號

一
三
四
)

四

四
八

、
.

、

四

土

地

貸

借

の

方

法

條

体

内

小

作
制
度
が
不
備
な
る
ご
ざ

仇

小

作
纈
が
片
務
的
契
約
で
不
安
で
め
る
こ
ε

料

地

主
が
絶
・手

聾

し
て
み
て
何
購
耕
地
な
取
上
げ
ら
ゐ
＼
や
剃
ら

ぬ
爲
め
不
安
で
あ

逢

ぎ

に

小

作
料
の
支
佛
が
習
慣
に
囚
に
れ
て
る
る
こ
ミ

劃

小
作
人
が
相
當
め

る
ご

竃

只

・

小
作
料

の
観
念
が
賃
貸
料
観
念

に
な
ら
ず
し
て
租
税
観
念
で
あ
る
爲

め
小
作
人

ピ
地
主

`
の
關
係

が
し
っ
く
円
融
合

ぜ
れ

・
・
ピ

催
、
勘

小
作
料
に
全
圃
挙
均
段
當
り

一
石
二
升
で
攻
覆

03
五
割
五
分
缶
地
主

卜
渡
し
て
み
ろ
が
、
之
々
米
国

に
比
較

す
る
ピ
米
国
で
国
政
藤
の
約
五
割

.

で
此
外
地
虫
が
牛
馬
農
具
等

を
貸
興
し
て
る
る
、
そ
れ

に
比
す

る
ε
日
本

の
小
作
人
の
喰
入
が
少

い
こ
ε
、
な

る
.
…

ロ

第
八
項
以
下
は
土
地
貸
借

の
方
法
條
件
等
に
し
て
廣
義

の
小
作
制
度
な
り
、
其
中
注
意
す

べ
き
二
三
の
黙
を
墓
・

げ
ん
。

カ

ロ

し

レ

つ

も

う

も

カ

る

第
九
項
は
小
作
期
限
の
短
か
き
こ
ε
な
り
、

一
年
隈
b
に
て
更
新
を
必
要
遣
す
る
も
の
次
第

に
増
加
し
つ
、
あ

り
て
、

一
見

す
れ
ば
小
作
人
の
地
位
は
藤
時
に
比
し
年
々
不
安
ε
な
り

っ
～
あ
り
。
熱
れ
こ
も
経
済
界
好
景
氣
に

し
て
静
観
の
需
用

の
大
な
る
際

」
は
、
.雇
主
は
雇

餅
期
間

の
長

さ
を
欲
す

る
に
反
し
、
勢
働
者
は
何
時

に
て
も
現

地
位
を
去
b
得
る
が
如
く
之
を
短
か
く
せ
ん
ご
し
、
不
景
気
の
際

に
は
反
射
に
な
る
も
の
な

る
が
、
之
ε
同
じ
く

今
日
の
小
作
人
は
積
極
的

に
小
作
料
軽
減
運
動
を
起
し
、
承
認
を
得
ざ
れ
ば
農
を
棄
て
、
地
業
に
轄

ぜ
ん
ご
す
る

の
傾
向

人
な
る
が
故

に
、
全
禮

よ
り
云

へ
ば
今
匹
の
小
作
人
は
常
に
必
ず
し
も
長
期

の
小
作
契
約

に
束
縛
せ
ら
る

〉
こ
ご
を
欲

せ
ざ
る
べ
し
。

■



や

し

じ

　

り

も

へ

　

ヤ

ロ

　

で

リ

ヤ

リ

ヵ

の

む

カ

ね

　

ら

ヤ

い

し

も

　

レ

も

も

ら

の

り

へ

し

め

ヤ

う

コ

第
十
項
の
土
地
所
有
者

ω
憂
更
の
頻
繁
な
る
ざ
固
定
的
な
る
ε
の
何
れ
が
小
作
争
議
を
生
じ
易
き
や
は
問
題

ご

ψ
か
を
ゾ
脾
硬
か
が
、
更

に
土
蜘
所
有

の
有

様
が
如
何
に
小
作
争
議
に
影
響
す

る
や
に
付
て
は
幾
多
の
疑
問
が
提

出
せ
ら
れ

つ
、
あ
り
て
、
必
ず
し
て
意
見
の

一
致
を
見

る
に
至
ら
す
。
例

へ
ば
次
の
如
き
は
其
疑
問
の
重
要
な
.る

も
の
な
り
。

つ

土
地
所
有
の
集
電

分
散
都
ち
少
散
大
地
主
の
存
在
ε
多
数
小
地
主
の
存
奮

の
何
れ
が
小
作
争
議
を
生

じ
易
き
ゃ
。
但

し
土
地
所
有
の
集
中
ご
分
散

ε
を
問
は
す
、

一
村
の
土
地
の
人
な
る
部
分
が
小
作
人
の
手
に
存
し

從

っ
て
農
村
人
口
の
人
な

る
部
分
が
小
作
人
な
る
場
合
に
初

め
て
小
作
人
は
團
精
力
に
由

り
頑
張
の
小
作
争
議
を
.

起
す
も
の
に
し
て
、
農
村

人
口
の
小
部
分
が
小
作
人
な
る
場
合
に
重
大
の
小
作
争
議
を
見

る
こ
ε
な
し
。

司

土
地
所
有
者
が
小
作
人
ご
隣
残
し
て
住
居
ず
る
場
合
(特
に

一
村
内
)
ご
、
他
地
方

に
隔
離
し
て
住
居
す
る

く

む

場

A[
特
に
都
市
の
資
本
家
が
不
在
地
主
ε
な
れ
る
場
合
ご
、
何
れ
が
小
作
争
議
を
生
じ
易
き
ゃ
。

・
↓

小
地
積
を
所
有
す

る
小
地
主

が
自
作
高

聴
に
小
作
を
兼
持
す

る
者
多
き
場
合
ε
、
全
然
土
地
を
所
有
せ

く
ざ
る
小
侘
人
の
多
き
場
合
ε
の
何
れ
が
、
小
作
争
議

に
生
じ
易
き
ゃ
。

し

も

カ

ロ

　

で

ム

も

カ

へ

り

ヤ

も

セ

マ

も

や

も

マ

も

も

コ

の

第
十

】
項

は
小
作
料
支
梯
が
貨
幣
に
あ
ら
す
し
て
實
物
な
る
こ
ε
な
り
。
蓋
し
、我
国

に
於
て
は
、
畑
地
に
は
貨

幣
彿
即
ち
金
納
が
相
當
に
多
き
も
田
地
の
小
作
料
は
實
物
拙
即
ち
未
納
を
通
則
ビ
す
る
が
故
な
り
。
從
て
問
題

の

中
心
黙
は
田
地
小
作
料
の
未
納

ぜ
金
納
オ
の
利
害
如
何
に
在
り
て
、
此
問
題

は
夙
に
食
糧
問
題

小
作
問
題
導
に
通

じ
て
農
業
研
究
上
最
も
興
味
あ
る
問
題
の

一
ご
.せ
ら

る
、
所
な
り
。
・之
に
關
で
る
論
争
は
、
其
親
寡
黙
の
異
る
に

從
ひ
、
小
作
争
議
其
他

一
般

に
小
作
人
の
利
害
よ
り
立
論
す
る
も
の
こ

】
般
國
民
経
済
上
よ
り
立
論
す
る
も
の
ピ

資

料

小
作
争
騒
原
因
の
研
究
.

第
十
五
巻

(第
三
號

=
二
五
)

四
四
九

Lド



資

料

小
作
争
議
原
因
の
研
究

第
十
五
巻

(第
三
號

=
二
六
)

四

五
〇

の

二

つ

に

分

る
。

　

　

む

　

の

む

む

　

む

む

ゆ

む

　

　

む

む

　

む

む

ゆ

　

第

一
は
小
作
争
議
其
他
小
作
人
の
利
害
よ
り
の
観
察
上
の
論
争
に
し
て
、
此
場
合
金
納
論
ざ
米
納
論
ε
の
二
つ

の
議
論
が
行
は
る
。
.

金
納
論
の
主
な
る
も
の
は
左

の
こ
説
な
り
。

の

米
僚
は
年

々
騰
貴
す
る
が
故

に
(他
の
生
産
物
よ
り
も
×

小
作
料
を
金
納
ご
す
れ
ば
小
作
人
が
此
騰
貴

の

く
利
益
を
受
く
る
を
得

べ
し
ε
の
説
。

円

米
の
不
作

の
年
に
は
概
ね
米
償
も
騰
貴
す

る
故
、
金
納
實
行
の
上
は
小
作
人
は
従
来
の
如
く
不
作
の
起
る

毎
に
小
作
料
軽
減
を
要
求
し
て
紛
擾
を
生
す

る
こ
ご
を
得
ざ
る
に
至
り
、
之
が
爲
め
小
作
争
議
を
減
少
す

べ
し
ε

の
説
。
.

.更
に
米
納
論
を
辯
護
す

る
主

な
る
議
論
に
も
次
の
二
種
あ
b
。

の

毎
年
末
に
於
て
只

さ
へ
金
融
の
逼
迫
せ
る
際
に
小
伶
料
金
納

の
爲
め

一
時

に
二
千
撒
百
萬
石
の
米
を
市
場

に
萱
出
す

こ
ご
を
要
す

る
ε
き
は
、

一
時
的

に
米
債
暴
落
し
特

に
小
作
人
は
米
商
の
爲
め
仁
膏
血
を
絞
ら
る
る
を

免
れ
す
ご
の
説
。

回

心
茨

・
・
作
・
年
・
粟

償
の
・
低
属

・
姦

欝

・
小
作
料
畿

・
嚢

・
概
・
或
饗

・
成
功

し
つ
ン
あ
る
は
、

「
見
不
合
理
の
如
く
に
し
て
、
實
は
然
ら
す
。
元
來
小
作
人
の
牧
穫
米
の
大
部
分
は
自
家
用
ε

し
て
必
要
な
る
故

に

(市
場
に
販
費
し
得
る
数
量
は
甚
だ
少
な
く
特
に
今
日
の
如
く
農
民
も
次
第
に
萎
食
を
棄
て

て
米
食

に
移
り
つ
、
あ
る
ε
き
は
小
作
人
に
し
て
自
家
用
の
飯

米
を
市
場

よ
り
購
入
す
る
こ
ビ
を
要
す

る
者
も
頗

,



.る
多
き
に
至
れ
り
)
、
小
作
人
は
不
作
の
年

に
は
自
家
用
を
差
引
き
て
市
場

に
販
費
し
得

べ
き
量
が
著
し
く
減
少
し

從
て
米
領
騰
貴
す
る
も
荷
ほ
小
作
料
の
軽
減
を
要
求
す
る
の
必
要
み
り
。
果
し
て
然
ら
ば
小
作
料
を
金
納

ε
す
る

も
不
作
の
年
に
は
小
作
人
の
生
活
難
を
生
す

る
が
故
に
、
依
然
ε
し
て
小
作
争
議
を
生
ず

る
こ
ε
を
防
止
す
る
を

得
す

ざ
の
説
、

む

　

　

　

む

む

む

　

　

ロ

第

二
は

}
船
団
民
纒
濟
止
の
観
察
よ
り
す
る
論
争
な
り
。

金
納
論
の
主
張
す

る
主
な
る
黙
は
次
の
如
し
。
小
作
料
未
納
制
度
の
結
果
達
し
て
我
国
の
市
場

に
費
出
さ
る
Σ

米
(
全
産
額
の
約
二
分
の

=

の
約
二
分
の

一
即
ち
全
産
額
の
約
四
分
の

一
は
比
較
的
富
裕
な
る
大
地
圭
の
手
に
握

ら
る
。
此
大
地
王
は
市
場
智
識
の
人
な
る
商
人

ε
.異
り
盲
目
的
の
投
機
者
な
な
が
爲
め
、
我
国
の
米
償
は
多
少
の

豊
凶
に
關
係
な
く

一
旦
騰
貴
を
勧
む
れ
ば
頑
強
に
騰
貴
を
縷
}鞭
し
て
極
端
に
走
り
、
其
必
然
の
結
果
た
る
反
落
が

生
す

れ
ば
更

に
頑
張
に
下
落
傾
向
を
続
け
、
・之
が
周
め
我
国
の
米
領
は
二
年
牢
乃
至
三
年
の
周
期
的
な
る
暴
騰
暴

落
を
繰
返
し

(古
家
世
俗
に
謂
ふ
所
の
高
値
三
年
低
値
三
年
は
略
ぽ
事
實

に
A
目
し
、
其
騰
落
は
二
十
圓
以
下
に
落

ち
て
四
十
圓
以
上
ざ
な
る
ε
云
ふ
が
如
く
大
曲
線
を
譜
く
)
、
以
て
国
民
の
生
産
ε
生
活

ε
を
根
本
的

に
動
揺
せ
し

め
つ
つ
あ
り
〔
隊
米

の
必
需
品
た
る
小
変
は
戦
前
に
於
で
は

一
割
内
外
の
騰
落
を
生
す
る
に
過
ぎ
す

)。
然
る
に
小

作
料
金
納
ε
な
る
ε
き
は
米
の
費
買

の
大
な
る
部
分
が
大
地
主
の
手
よ
り
商
況
に
通
す
る
米
商
人
の
手
に
移
り
て

上
述

の
如

き
暴
騰
暴
落

の
弊
を
緩
和
す

べ
し
ご
の
説
。

一
般
國
黄
経
濟
上
よ
り
未
納
論
を
主
張
す
る
者
も
存
在
す
。
大
鵠
次
の
三
説
に
分
る
。
、

.
紛

小
作
金
納
を
行

ぎ

き
咲

前
鷲

㌍

小
作
納
期
た
る
年
末
に
於
て
米
償
が

蒔

的
に
暴
落
を
生
じ
・

資
.
料

小
作
争
議
原
因

の
研
究

第
十
五
雀

〔第

三
號

=
二
七
)

四
五

一



資
.
料

小
作
争
議
原
因
の
研
究

第
十
五
巻

(第
三
號

一
三
八
)

四
五
二

其
後

に
反
動
的

の
暴
騰

を
生
じ
、
即

ち

一
年
度
内

の
高

低
を
激
甚

な
ら

し
む

べ
し

ε
の
説
。

の

日
本
米
は
特
産
物

に
一
・
て
、
其
警

皐

年
作

・
於
て
も
飼
ほ
賢

の
全
需
用
を
充
た
す

に
足
ら
ず
.
隊

く
米
人
の
常
食
た
る
小
変
の
如
く
世
界
的
生
産
物
た

る
が
鳥
め
に
内

蜘
融
通
の
醸
地
を
多
大
に
存
す

る
こ
ε
な
し
。

故

に
小
作
金
納
の
爲
め
米
の
供
給
の
實
権
が
米
商
の
手

に
移
る
に
至
れ
ば
、
互

大
な
る
投

継
的
米
商
が
獲
生
し
て

米
債
を
人
爲
的
に
動
揺
せ
し
む
る
の
危
険
甚
だ
大
な
り
ξ
の
説
。
(今
日
は
米
の
供

給
の
實
橿
が
大

地
主
に
存
す

る
が
爲
め
、
米
穀
投
機
商
人
た
る
米
取
引
厨
仲
買
人
は
、
之
を
株
式
仲
買
人
に
比
す
れ
ば
、
其
資
本
平
均
四
五
分

の

一
に
も
足
ら
ざ

る
小
規
模
の
商
人
な
り
)

↓

一
国
の
金
融
の
上
よ
り
見
る
も
,
年
末
逼
迫
の
際
に

一
時

に
小
作
米
の
費
買

の
爲
め
に
激
億

の
資
金

の
需

く
用
を
増
加
す

る
ε
き
は
金
融
界
は
非
常
の
混
働

に
陥
る

べ
く
、
結
局
我
金
融
界
は
年
末
に
於
け
る
此
需
用
激
増
に

攣

る
が
爲
め
季
時
に
於
て
豫

め
不
倒
の
資
金
を
準

備
し
畳
あ

不
経
済
を

免
れ
ざ
る
べ
し
ε
の
説
。
(小
作
料

金
納

の

一
般
に
行
は
る
る
欧
米

に
於
て
は
、
牧
穫
時
期
の
多
少

の
前
後
叉
は
小
作
料
納
期
の
多
少
の
前
後

に
由
り

英
國

ε
大
陸
ε
の
聞
及
漱
洲
ざ
米
国
ε
の
間

に
於
て
国
際
金
融
の
大
渦
巻
を
起
し
、
緩
詩
相
扶
く
る
の
便
を
有
す

ロ

る
も
、

極
東

に
偏

在

し
て
国
際
金

融
圏

外

に
在

る
我
国

に
は
此

の
如

き
経
済

的

の
方
法

な
し
)

へ

り
し
も
ゆ
も

し
マ
も
も
ヘ

ヘ
ヘ

ラ

第

十
四
項
は
耽
國

ε
外
囲

ε
の
小
作
料
高
低

の
比
較

な
り
。
.此
高

低

の
差

を
生
す

る
は
、

イ
我
国

の
耕
作

限
界

く

が
非
常

に
低
下

せ

る
こ
電

の
外

、

ロ
我
国

の
小
作

料
は

、
最
{局
限
は
確
定
的

な
る
も
、
不
作

の
年

に
は
慣
習

的

に

く
　

ラ

幾

分

の
減

額

が
行

は
れ
即

ち
最

低
限

が
不

定
な

る
こ
ど

に
注

意
す

る
を
要
す

。

ハ
土
地

慶
大

に
し
て
農
業

の
粗
放

く

.

な

る
諸

外
囲

に
於

て
、穀
物

耕
作

に
付

き
二
毛
作

な

る
こ
ビ
は
稀
有
の
例
外

に
し

て
、
通
例
生
産
者

の
牧
穫

は

一
毛

.



作
よ
り
成
る
。
米
国
の
如
く
粗
放
農
業

に
於
て
は
特
に
熬

り
。
然
る
に
我
国
に
於
て
は
田
地
の
二
毛
作
利
用
が
其

三
分
の

一
に
及
び
、
而
も
小
作
料
は
通
例
米
の
牧
穫

に
封
し
て
計
算
せ
ら
れ
、
裏
作
起
る
多
作
牧
穫
h嬰
菜
種
等
)

は
全
部
之
を
小
作
人
の
牧
人
こ
す
る
場
合
多
き
こ
ご
に
注
意
す
る
を
要
す
。

第

三

、小

作

争

議

研

究

上

注

意

す

べ
き

二

三

の
貼

蹴
上
、
石
黒
氏
刻
皐
の
原
因
を
中
心
ご
し
て
、
争
議
原
因
の
説
明
及
批
評
を
試
み
た
り
。
熬

れ
ご
」
も
、
筍
も
眞

曹

に
小
作
争
議
問
題
の
婁

に
手
を
下
す
以
上
は
、
薯

種
・
の
警

崩

れ
ざ
る
べ
溜

す
。
務

諸
問
題

の
如
き
、
先
づ
解
決
す

べ
き
重
要
の
も

の
だ
り
。
.

一

小
作
争
議

ご
幣
束
の
地
儂

』

本
研
究
に
は
政
治
上
、
経
済
よ
、
砒
會
上
の
諸
方
面
の
観
察
を
必
要

ご
す

る
も
の
な
る
が
、
農
業
耐
會
問
題
及

食
糧
増
産
問
題
の
解
決
上
多
く
の
人
々
に
由
り
理
想
的
の
も
の
ε
認

め
ら
る
る
自
作
農
の
維
持
及
創
設
を
考
察
す

る
に
方
り
、
今
後
小
作
争
議
頻
顕
し
て
小
作
人
の
態
度
盆

々
積
極
的

こ
な
る
ご
き
は
、
元
來
牧
盆
の
少
な
き
土
地

所
有
は
投
資
方
法
ご
し
て
甚

だ
不
人
氣
の
も
の
ε
な
り
、
叉
小
作
人
の
自
雛
向
上
ご
共

に
地
主
た
る

一
ε
を
身

分

上
優
越
な
り
こ
す

る
思
想

o一
衰
退
し
一
之
が
爲
め
地
債
大
に
下
落
し
て
貧
困
の
小
作
農
民
も
爾
ほ
低
利
長
期
の
資

金
融
通
の
制
度
の
力

に
由

り
容
易

に
土
地
を
購
入
し
て
自
佑
農

ε
な
る
に
至
る

べ
き
ゃ
否
や
は
注
意
を
要
す
る
黙

な
り
・
従
来
の
如
亀

駐
が
暴
騰

し
て
牧
盆
償
格
に
二
倍
三
倍
す

る
が
如
き
状
態
に
在
り
て
は
、
如
何
に
低
利
長

期

金
融

制
度
を
完

備
す

る
も
、
ホ
作
人
が
土
地
を
買

入
れ

て
自

作
農

ε
な

る
こ
～
響ば
概

し
て
幸
幅

を
齎
ら
す
を
得

資

料

小
作
料
醸
原
因
の
研
究

第
+
五
巻

(第
三
號

一
一元

)

四
五
三

■



資

料

小
作
争
議
原
因
の
研
究

、

.

第
十
五
巻

(第
三
號
、
一
四
〇
)

四
五
四

す
。
故

に
從
累
既
に

一
部
論
者
は
、
自
作
の
爲
め
に
あ
ら
す
投
資

の
爲
め
に
土
地
を
所
有
す
る
者
即
ち
不
勢
所
有

者

に
謝
し
て
は
、
重
率
の
地
租
を
課
し
、
特
弔
其
土
地
所
有
の
大
`
な
る
に
從
ひ
て
税
率
を
累
進
的
ど
し
以
て
地

・

儂
の
不
當

ω
騰
貴
ε
大
地
圭
の
簇
生
嬉
を
防
止
す

べ
し
ご
主
張
し

つ
つ
あ
り
。
蓋
一
商
工
業
に
在
り
て
は
企
業
の

規
模

の
大
な
る
ほ
こ
生
産
力
強
く
し
て
、
企
業
の
集
中
ε
資
本
所
有
の
集
中
ε
は
相
伴

ふ
場
合
多
き
が
故
に
、
生

産
上
よ
り
見
れ
ば
資
本
の
集
中
は
概
ね
生
産
の
進
歩
を
示
す
も
の
ε
云
ふ
を
得
ざ
る
に
あ
ら
す
、
然
る
に
集
約

の

農
業
を
必
要
ε
す

る
我
國
に
於
て
土
地
の
兼
併
が
行
は
れ
、
即
ち
大
地
主
が
獲
生
す

る
も
能
傘
の
高
き
大
農
維
螢

が
獲
生
す
る
を
得
す
、
其
所
有
地
を
細
小
経
管
た
る
小
作
農
に
委
す
る
の
必
要
を
生
す
、
生
謄
能
率
上
小
作
農

が

自
作
農
に
劣
れ
る
こ
ε
は
古
來
の
通
説
な
む
が
故
に
、
我
国
に
於
て
自
作
農
が
衰
退

し
て
大
地
圭
が
獲
生
す

る
こ

巴
は
、
濁
り
肚
會
上
の
弊
害

κ
る
に
止
ま
ら
す
、
生
産
上

の
退
歩
な
り
。
暴
れ
自
作

せ
ざ
る
土
地
の
所
有
し
謝

し

て
特
に
財
産
税
を
設
け
、
叉
は

「
般
財
産
税
を
比
例
攣
ε
す

る
場

合
に
も
、
土
地
所
有
の
場
合
に
は
特
に
累
進
摩

を
設
く

べ
し
ご
の
説
を
生
す

る
所
以
な
り
。

呂

小
作
人
の
團
結
運
動
の
前
途

小
作
人
の
團
結
運
動
が
大

い
に
進
歩
し
、
今
後
は
土
地

の
公
有
私
有
を
問
は
ず
他
人
に
之
を
耕
催
せ
し
め
ん
蓬

す

れ
ば
、
小
作
人
團
艦

蓬
交
渉
す

る
こ
ε
を
要
し
、
特
に
其
土
地
を
小
作
人
團
臆

し
交
付
し
て
適
當
の
庭
世
を
探

ら
し
む

る
の
外
な
き
ま
で
に
小
作
人
の
團
結
運
動
が
鞍
展
す

る
の
可
能
性
を
有
す
る
や
の
問
題
ば
興
味
多
く
、
特

に
小
作
連
動
を
指
導

し
つ
}
あ
る
人
々
に
取
り
て
は
緊
要

の
問
題
な
り
、
前
に
述

べ
し
如
く

}
地
方
の
人
口
の
人

な
る
部
分
が
小
作
人
よ
り
成
る
場
合
に
初

め
て
其
国
詰
力
が
強
大
ε
な

る
が
徴

仁
、
小
作
人

の
團
結
運
動
の
獲
展

は
土
地

の
私
的
叉
は
公
的
の
集
中
を
條
件
ピ
す

べ
く
、
從

っ
て
自
作
農

の
維
持
聡
知
が
成
功
す

る
ご
き
は
、
小
作



・

人
の
團
結
運
動
は
鞍
撰
し
難

か
る

べ
し
。

.

巨

農
業
の
薄
利
ε
女
工

、

次
に
女
工
の
開
題
も
看
過
す

る
を
得
ざ
る
な
b
。
小
作
争
議
原
因
ゼ

し
て
農
業
牧
盆
過
小
の
事
實
が
常
に
敷

へ

ら
る
」
が
、
實
に
女
工
は
牧
入
過
小
の
農
業
を
今
日
ま
で
維
持
し
來
り
た
る
農
家
副
業
の

}
憂
悪
な
れ
ば
な
り
。

我
国
の
圭
食
物
だ
る
日
本
米
は
世
界
最
高
償
の
穀
物
な
る
が
、
而
も
共
債
は
街
は
其
生
産
費
を
償

凶
に
不
足
を

威
じ
、
之
が
矯
め
農
家
は
既
に
米
作
の
爲
め
相
當
の
勢
苦
を
爲
し
た
る
上
、
更
に
過
勢
ε
認
め
ざ
る
を
得
ざ
る
種

種
の
副
業
に
従
事

し
て
其
不
足
を
補
填
す
る
こ
ε
に
由
り
吾
々
は
米
の
供
給
を
受
け

つ
、
あ
り
ご
見
る
を
得
ざ
る

に
あ
ら
す
。
此
副
業
は
農
家
の
家
庭
生
活

の
内

に
於
て
行
は
る
Σ
を
常

`
す
ε
難
も
、
家
族
の

一
部
が
家
庭

を
離

れ
て
出
稼
ぎ
を
爲
し
、
其
牧
人
の

一
部
を
自
家
に
送
金
し
て

一
家

の
生
活
を
支
持
す

る
場
合
少
な
か
ら
す
。
其
の

主
な
る
方
法
の

一
は
小
作
農
自
作
農
の
家
族
中

の
未
婚
の
子
女
が
都
市

に
出
で
」
牧
人
を
得
る
こ
`
な
る
が
、
此

方
法
の
中
身
此則
は
下
女
奉

公
が
圭
ε
な
り
、
今
日
は
工
場
の
女
工
ε
な
る
こ
ぜ
が
重
き
を
爲
す

に
至
れ
り
。
此
女

工
は
大
部
分
綿
続
紡
績
業
等
の
繊
維
工
業
に
従
事
す
る
も
の
に
し
て
、
玩
種
の
労
働
が
如
何
に
呼
吸
器
病
其
他
の

疾
病
を
生
じ
馬
又
風
紀
の
廃
頽
即
ち
精
神
的
健
康
の
毀
損
を
生
す

る
や
は
周
知
の
事
密
な
蛎
。

西
洋
に
て
は
子
女
が
成

長
し
て
家
庭
を
離
れ
て
猫
立
の
牧
人
を
得

る
に
至
れ
ば
同
塒
に
濁
立
の
生
計
を
爲
す

に

反
し
、
特
種

の
家
族
制
度
を
有
す
る
我
国
に
於
て
は
農
家
子
女
の
工
場
勢
働
牧
人
の
少
な

か
ら
ざ
る
部
身
が
郷
里

に
送
金
せ
ら
れ
、
以
て
農
業
牧
入
の
不
足
を
補
充
す
胤
の
作
用
を
駕
す
。

此
黙
よ
り
見
れ
ば
、
我
側
民
は
世
界
最
高
償
の
食
物
を
溝
費

し
つ
Σ
あ
り
足
云
ふ
ε
難
も
、
荷
ほ
此
食
物
た
る

資

料

小
作
争
議
原
因
の
研
究

第
十
五
巻

(第
三
號

一
四
こ

四
五
五

庫

●
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亀

資

料

ホ
作
争
議
原
因
の
研
究
・

第
や
五
巻

(第
三
號

一
四
二
)

四
五
六

や
共
生
曜
者
が
農
業
以
外

の
夢
助
に
由
り
て
得
π
る
財
源
の
内

よ
り
相
當
の
補
助
金
を
出
し
て
辛
う
じ
て
生
産
せ

ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
我
國
の
人
口
に
比
し
て
如
何
に
耕
地
が
狭
小
に
し
t
耕
界
の
甚
だ
し
く
下
降
ぜ
る
や
を
察

し
得

べ
し
。

四

小
作
問
題

`
裏
作

第
四
は
小
作
問
題
ε
裏
作

の
不
獲
達
ε
の
關
係
な
り
。

裏
作
ご
は
田
地
の
冬
春
期
利
用
に
し
て
今
日
は
姿
、
菜
種
、
.緑
肥
等
の
爲
め
田
地
の
三
割
張
の
裏
作
が
行
は
る

る
に
過
ぎ
ず
。
從
來
農
業
改
良
の
努
力
は
表
作
に
集
中
せ
ら
れ
た
る
の
親
な
き
に
非
ざ
る
も
、
將
來
若

し
裏
作
を

大

い
に
獲
達

せ
し
む
る
の
工
夫
が
汎
く
行
は
る

、
ε
き
は
、
左
の
理
由
よ
b
小
作
争
議
は
大
い
に
減
少
す
る
の
見

込
な
き
に
め
ら
ず
。

一
、
耕
地
の
狭
小
な
る
こ
ξ
を
最
も
経
済
的
に
救
済
す

る
の
方
法
た
る
を
得

べ
し
。
開
墾
助
成
法
が
成
立
し
て

大
い
に
新
開
地
を
増
加
せ
ん
`
す
る
も
、
新
開
し
得

べ
き
土
地

は
耕
界
以
下
.の
劣
悪
地

に

し

て

叉
開
墾
費
互
額

己
な
る
故
、
到
底
多
大
の
開
墾
を
望
む
を
得
す
、
故
に
新
開
ε
同
時
に
既
開
地

の
完
全
利
用
の
工
夫
が
肝
要
な
る

.

べ
く
、
其
重
要
方
法
ε
し
て
田
地
の
冬
季
早
春
の
利
用
の
獲
達
を
圖
る
こ
ε
が
可
能
な
ら
ざ
る
か
。

二
・
次
に
裏
作
の
獲
達
は
農
業
の
牧
盆
過
小
の
弊
を
救
済
す

る
の
重
要
方
法
π
る
を
得

べ
し
。

の

農
業

の
牧
入
不
足
の
補
充
方
法
た
る

一
般
の
副
業
は
、
養
翻
を
初
め
と

し
て
多
く
春
夏
秋

に
行
は
れ
、
永

く

作
重

複
す

る
故
、
勢
力
不
足
を
生
す
。
農
業
の
不
利
の
大
原
因
は
、
工
業
の
●如
≦

年
を
通
じ
て
箏
均
に
其
勢
力

を
分
配
す
る
を
得
す
、
特

に
冬
季
早
春
は

一
種
の
失
業
歌
態
に
陥
る
ε
同
時
に
夏
秋
季
に
は
勢
働
不
足
を
告
ぐ
乃

9



こ
ε
な
り
。
然

る
に
裏
作
が
盛
ん
に
獲
達
す
れ
ば
1

假
令

へ
理
想
的
な
ら
す
ε
す
ご
も
1

大
に
勢
力
分
配
の

不
孝
均
を
救
済
し
、

一
年
を
通
じ
て
収
入
を
得
る
の
強
を
開
く
を
得

べ
.し
。

吋

本
来
最
も
安
全
な
る
べ
き
農
業
が
、
我
國

に
て
は
最
も
危
険
多
き
事
業
の

↓
ε
な
れ
り
。
即
ち
敗
穫

の
豊

　
凶
の
差
人
な
る
の
み
な
ら
中
、
米
贋
の
暴
騰
暴
落
は
他
の
商
品
に
類
例
を
見

ざ
る
甚
大
の
程
度
に
達
せ
り
。
此
不

利
を
冤
れ
ん
ε
す

れ
ば
、
農
家
が
副
業
を
兼
螢
す

る
こ
ε
も

一
方
法
な
れ
こ
も
.
更

に
根
本
的
方
法
は
今
田
の
如
-

く
夏
作
た
る
米
作
の
み
に
依
頼

せ
す
、
冬
作
叉
は
裏
作
を
盛
ん
に
行

ひ
、
以
て
牧
穫

の
卒
均
ε
慣
格
高
低
の
卒
均

"
`
を
保
持
す
る
こ
蓬
を
利
益
ピ
す

べ
し
。
遊
楽
各
地
に
獲
蓮
し

つ
Σ
あ
る
緑
肥
栽
培
の
如
き
裏
作
は
米
作
の
爲
め

に
行
は
る
、
も
の
な
る
が
故
に
、
農
家
牧
入
の
李
均
作
用
を
爲
さ
貸
る
の
観
照
あ
り
。
・
我
國
は
戦
時
貿
易
の
杜
絶

の
際
叉
は
外
国
の
敷
物
輸
出
禁
止
の
際
に
饑
餓
を
見
れ
ん
ε
す

れ
ば
、
裏
作

円
し
て
の
萎
作
に
由
り
迅
速
な
る
食

物
増
産
を
爲
す
の
外
な
し
ε
錐
も
、
此
撫
急
策
を
有
効

に
行

ふ
が
爲
め
に
は
年
々
衰
退
し
つ
々
あ
る
國
筑
の
肇
食

慣
習
を
獲
達
せ
し
む
る
を
要
す

べ
く
、
之
が
穫
達

に
は
萎
償
の
低
廉
生
産
の
工
夫
も
必
要
な
れ
こ
も
、
更

に
重
要

な
る
は
饗
の
品
質

ε
其
加
工
方
法
ざ
を
改
頁

し
、
生
活
程
度
の
向
上
せ
る
今
後
の
國
民
の
嗜
好

に
適

せ
し
む
狂
の

工
夫
な
る
べ
し
。

三
、
田
地
の
小
作
料
は
、
一
1

多
少
の
例
外
は
存
す
れ
ご
も
・
一

從
來
表
作
た
る
水
冷
に
付
て
取
立

つ
る
こ
ご

を
通
例

ε
し
、
冬

作
は
其
全
敗
穫
を

小
作

人

の
粒
得
す

る
所

ε
し
た
り
。
.故

に
も

し
今
後
冬
作

に
し
て
大

い
に
酸

達
す

る
こ
ε
を
得

れ
ば
、
.特

に
小
作

人
の
牧
人
を
増

加
す

る
の
見
込

な
き
に
あ
ら
ざ

る

べ
し
。

碓
水
農
業

上

の
研
究
は
殆

ん
ご
米

作
養

欝

に
限

定

せ
ら

れ
、
裏

作

の
如

き
は
甚

だ
し
く
閑
却

せ
ら

れ
た

る
が
如

.

資

料

小
作
争
議
原
因
の
研
究

`

第
十
五
巻

(第
三
號

」
四
三
)

四
五
七
.
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資

料

小
作
争
議
原
因
り
研
究

第
十
五
巻

(第
三
號

一
四
四
)

四
五
八

し
。
挾

小
の
土
地

に
閉

ぢ
込

め
ら

れ

て
生
活

せ
ざ

る
を

得
ざ

る
日
本

人
は
、
総

て
の
方

面

に
於

て
諸
外
國

以
上

の

囑
特

の
碑
究

工
夫
を
必
要
.こ
す

る

に
係

ち
す
、
獲

創
的

活

動

の
不
振

な

る
は
憂

ふ

べ
し
。

五

小
作
人

ご
は
何

ぞ
や
.

.

小
作

問
題

の
研
究
上

最
も

重
要
な

る
は

小
作
人

ε
は

何
ぞ
や

の
問
題

な
り
。

此

問
題
は
、
,網

て
の
小
作

問
題

の
出
腰

黙
た

る
ε
同

時

に
、
又
総

て
の
重
要

な
る
小
作

問
題

の
解
決

せ
ら

れ
た

る
後

に
あ
ら
ざ

れ
ば
充

分

に
理
解
す

る
を
得

ざ

る
最
後

の
問
題

な
り
。
本

問
題
は
種

々
の
観
察

黙

よ
り
研
究
す

る

こ
菌
を

要
す

る
』

の
な

る
は
、
下

に
述

ぶ

る
所

ぽ
小
作

人
が
砒

會
組
織
者

ε
し

て
如
何

な
る
地
位

を
占

む
る
や
を

　研
究

す

る
に
付

き
幾

分

の
参

考

ざ
な

る

べ
し
。

生
産
勢
働
に
相
當
の
熟
練
を
必
要
`
し
、,
而
も
分
業
及
機
械
の
恋
用
の
困
難
な

る
場
合
に
は
-

分
業
及
機
械

を
容
易
に
懸
相
し
得

べ
く
、
且

つ
生
崖
労
働
に
熟
練
を
要
す

る
部
分
の
少
な
き
現
代
的
工
場
工
業
の
多
く
は
然
ら

ず
1

資
本
家
が
多
数
勢
働
者
を
雇
入
れ
大
規
模

に
生
産
を
脛
管
す

る
こ
ε
は
概
ね
不
利
な
り
、
特

に
其
勢
働
者

　

の
白
蔓
の
強
ま
る
に
從
て
、
之
を
大
企
業
的
に
経
持
す

る
こ
ε
が
困
難
`
な
り
、寧

ろ
勢
働
者
を
濁
立
の
小
企
業
者

ぜ
な
ら
し
め
て
生
産
を
行
ひ
以
て
其
自
主
目
機
的
活
動
を
促
す
こ
だ
が
勢
働
者
の
物
質
的
精
神
的
向
上
に
有
利
な

る
の
み
な
ら
す
、
生
産
事
業
を
進
歩
せ
し
む
る
爲

め
に
も
必
要
な
り
。
近
く
は
京
都
市
内

に
於
け
る
重
要
産
業

に

し
て
又
我
織
物
業
中
最
高
の
熟
練
を
要
す
る
西
陣

の
織
物
業
を
見

る
に
、
勢
働
者

の
無
白
壁
従
順
な
り
し
時
代
に

は
相
當
の
人
敷
を
雇
用
し
て
中
等
規
模

の
経
管
を
駕
す

こ
ε
を
有
利
ε
す
る
場
合
多
か
り
し
も
、
近
来
は
企
業
者

が
多
藪
勢
働
者
を
雇
入
れ
て
生
産
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
勢
働
者
を
し
て
其
自
宅
に
於
て
勢
倒
す

る
小
企
業
者
た
ら

■
.

咀



し

め

4
定

の
加
工
賃
を

彿

っ
て
生
産

の
請
負
を

碕
さ
し

む

る
の
方
法
即
ち
賃
織

の
方
法

を
探

る
こ
ご
を
利

径
こ
す

る
腸

骨
多

さ
に
生
れ
り
。
囲

よ
り
西
[.陣

」
も
大
企

来
の

殺

生
し
π
る
例

艸
な

き
に
め
ら
ざ

れ
こ
も

、
中

企
業

が
壌

崩

し

て
小
企
業

の
獲
生
を
促

し
た

る
場
合

は
更

に
多

し
。

我

腿
業

に
於

て

も
以

胸
は
多

人
数

の
男

女
を
雇

入
れ

叉

蚊
頭

の
牛
馬

を
備

、
.て
敷

町
歩
の
中
規
模

礎
案

.
警

む

の
例
は
各

旭

に
存

在

し
た

る
も

、
農

魔
物

の
不
足

ε
旙

貞
ε
の
爲

め
農
業

が
非
常

」
集
約

ご
な

る
こ
ご
を

必
要

ご

し

從

っ
て
之

に
從

畢
す

る
労
働
も

琶
蒔

に
比
す

れ
ば

熱

線
勢
働

ご
構
す

べ
き
程

度
の
も
の
を
必
要

`
す

る

に
至

り
て

よ
り
一
地

王

,
多

数
の
賃

ハ
勢

助
者

を
彼
屈

し
て

大

農
経
管

を
寫
す

こ
ど
は
次
第

に
不
利

`
な
り
、
寧

ろ

一

定

の
地
代

を
以
て
其
所

有
地

を
農
業

.労
働
者

に
貸
付

け

て
、
之

を
し

.小
作
人

ε
云

へ
る
小
企
業
者

こ

し
て
自
主

的

の
生
塵

勢

嘲
を
鵜

さ
し
む

る
こ

ご
を
有

利
ご
す

る
に

至

れ
り
。
在

来

の
中
規
模

の
農
業

が
倒

れ
て
土
地
所

有
催

が
少
数

の
大
地

圭
の
手

に
集
中
す

る

こ
ご
ば
近
時

の
大
勢

な
り

ε
雄

も

此
所
荷

縄
集

中
は
面
目洋

に
於
て
往
々
見

る
が

如
く
大
規
模

炭
業

一
成

立
す

る

こ
ご
を
意
味

せ
す

、
小
作
農

ご
云

へ
る
細
小

糖
葉

の
成

立
す

る

こ
ざ
を
意
味

む

　

ロ

む

す

。
散

じ
近

時
の
大
地
主
.の
増

加
は
、
革

に
所

有
の
上

よ
り
見

れ
ば

資
本
的
勢

力
の
増
進

な
b
ε
雄

も
、
生
.雇

の

上

よ
り
見

軋
ば
井
資
本
.的
自
主
勢
働
・的

の
小
企
業

生
産

の
増
加

ε
な

れ
り
。
只
だ
此
自
主
的
勢
働

も
同
じ
性
質
を

有
す

る
自
作

僕
に
比
ず

れ
ば

.
生
産

上

反
粧
會

上
重
大

の
献
黙

あ
る

こ
ご
は
曾

ふ

パ、
か
ら
す
。

比
較

的
尚
級

の
熟
練
勢
働

を
必
要

こ
し
、
而

も
機
械

の
力

を
多

く
使
用
.し
難
く
叉
多
数
勢
働

者
を
雇
入

れ
之
を

分
業
的

に
組
織

し
て
使
用
す

る

こ
ご
困
難
な

る
場

A
"
、

即
ち
資
本
的

企
業

ε
.し
て
有

利

に
純

情
す

る
こ
ご
の
困
難

.

な

る
上
述

の
場
合

に
於
て
、
.勢

働
者

を

同
室
的
地

位

に
立

κ
し
む

る
所

の
小

企
業

が
優

勢
ご
写
る
は
何
故

な
り
ゃ
.
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四
六
〇

ξ
云
ふ
に
、
高
級
の
勢
働
能
力
を
有
す
る
人
間

ば

一
般

に
云

へ
ば
其
自
党
も
強
く
、
從
て
之
を
自
主
的
地
位
に
立
た

し
む
る
ご
き
は
共

勢
働
に
人
な
る
興
味
を
生
じ

之
が
爲
め
賃

銀
勢
働
者
ε
し
て
不
自
由
の
從
幽
晦
地
位
に
立
つ

場
合
に
比
す

れ
ば

一
層
人
な
る
努
力
を
爲
す
も
苦
痛
を
成
ぜ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、

一
般
に
勢
働
者
が
自
主
的
地
位

に
立

つ
ε
き
は
白
襲
的
に
勢
観
せ
ん
ε
す
る
の
意
志
が
強
ま
り
、
從

っ
て
其
勢
働
能
力
も
自
由

に
殿
展
進
歩
し
て

熟
練

の
高
級
勢
働

こ
な
る
こ
ご
難

か
ら
ざ
る
な
り
。
現
に
北
米

に
移
住

し
て
農
業
に
従
事
す
る
諸
国
氏
の
内
我
国

移
住
民
の
大
部
分
は
最
高
級
の
能
力
を
必
要
ご
す
る
園
熱
的
農
業
に
従
事
し
て
他
の
諸
国
氏

の
追
随
を
許
さ
す
。

足
れ
我
国

の
農
業
が
非
常

に
集
約
ご
な
り
,
特

に
勢
働
の
要
嶺
に
付
て
非
常

し
集

尉
`
な
b
、
從

っ
て
敷
物
耕
作

の
普
通
農
業

に
従
事
す
る
場
合

に
於
て
も
欧
米
に
於
け
る
園
藝

農
業

ご
殆
ん
ご
同
棲
度
の
熟
練
勢
勧
こ
な
れ
る
が

爲
め
な
b
。
白

玉
的
勢
働
者
配
る
我
が
自
作
農
及
小
作
農
の
砒
會
陶
地
位
を
見
る
に
、
恰
も
中
世
手
工
業
時
代
に

於
て

一
般
の
工
業
勢
働
者
は
猫
立
小
企
業
者

ご
な
り
得

る
熟
練
労
働
者

に
し
て
、
他
の
　肛
曾
階
級
ε
の
比
較

に
於

て
は
今
日
の
工
場
勢
働
者

の
大
多
敷
よ
b
も
計
會
的
地
位
の
高
か
り
し
こ
ε
、
相
類
す
。
而
し
て
勢
働
者
が
小
企

業
君
こ
し
て
自
己
.の
行
動
を
自
決
自
律
す

る
の
興
味
ご
責
任

ε
を
戚
ず
る
場
合
に
は
、
猫
り
其

生
産
能
力
が
高
ま

る
の
み
な

b
す
、
人
間
ε
し
て
の
総
て
の
能
力
叉
は
人
格
的
能
力
が
高
ま
る
こ
ご
は
、
論
を
侯

π
す
。
我
国
の
農

業
に
於
て
は
、
北
方
厭
洲

に
多
く
見

る
が
如
き
大
農
が
成
立
せ
す
、
從

っ
て
農
業
従
業
者
の
大
多
数
が
賃
銀
勢
働
者

ざ
し
て
不
自
由
の
地
位
に
立
π
す
、

一
般

に
小
作
人
'
}云

へ
る
小
企
業
者
だ
る
こ
ご
は
、
農
村
耽
會
の
構
成
上
第

一
に
注
意
す

べ
き
黙
な
る

べ
し
。
我
農
村

「
於
て
集
約
農
業

の

一
種
た
る
養
翻
が
普
及
し
て
今
日
は
農
家
の
約
二

分
の

一
が
之
に
從
昂
ず
る
に
至
れ
る
の
み
な
ら
す
、
典
麗
麿
及
技
術
も
科
學
態
用
の
合
判
的
な
る
改
頁
方
法
が
比



、

較
的

低
速

に
普
及

し
.
特

に

　
年
数

回

の
飼
養

ぜ
寫
す

所

η
蓴

菜
的

の
養
餓

も
大

に
進

歩

し

つ

、
あ
る

こ
ご
は
、

我

農
民

の

一
般
的

能
力

の
進

歩

ぼ
る
こ
ε
を
示

す
も

の
な
り
。
機
械
及

分
業

の
慮
用

し
易

き
現
代

の
工
業

に
於

て

は
、
一
二

の
偉

人
が
出
現

し
て
生
産

11
法

の
上

に

耕
工

夫
を
創
設

手
る
ご

さ
は
、
人

な
る
程

度
の
工
業
進

歩
を
生
ず

る

こ
ご
孕
得

べ
し

ご
難

も
、
手

工
的
性

質
を

有
す

る
集
約
農
業

に
在

て

は
、
農
民

↓
般

が
入
間

ε
し
て
進

出
す

る

に
非

れ
ば

生
産

の
進

歩
を

望
む

を
得
す

、
故

に
高
級

の
農
業

の
獲
達
し

つ

、
め

る
國
は
概

ね
航
會
的

に
健

全

な
る

國

ご
見

る
こ
ξ
孕
得

る
ご
同
時

に
、
高
級

農
業

に
依
賦
す

る
こ
ε
人
な

る
國

は
軍

に
生
産

的
見
地

よ
り

ず

る
も
、

肚

會

的

改
善

に
多

く
努
力
す

る
こ
ε
を

必
要

ご
す

。

隊

洲
戦

争
ま
で
は
歓

へ
先
進
国

武
は

一
般

に
我
幽

氏
に
比

し

一
人

當
り

の
所
得

.二
四
倍
乃

至
七
八
倍

に
達

ず
る

の
み
な
ら
す

、
勢

働
者
階

級

の
所

得
を
比
較
す

る
も

彼
は
我

に
比
し
て
略

ば
同

じ
程
度
の
高

さ

乍
.有

し
た

り
。
而

し
て
農
業
勢

働

が
工
業
勢
働

に
比

し
劣

悪
の
地

位

に
立

つ
こ
ご
は
彼

我
相
同

じ
ご
雌
も
、
共
割

A
n
よ

り
云

へ
ば
彼

の
不
利
は
我

よ
り
も
大
な
り

き
。
例

へ
ば
英
猫
等

に
於
て
都

會
勢
働
者

09
熱
鉄
は
我
国
.
」
比

し
て
三
四
倍

の
大

さ

に
達

せ
る

r
反

し
、其

農
業
勢
働
・者

の
所

得
は
著

し
く

低
く
、
從

っ
て
彼
等

の
主

た
る
食
物

4
馬

鈴
薯

に
し
て
共
生
.

活
程

度
の
低

き

こ
ご
は
殆

ん
ご

俄
國

の
水
呑

"
姓

ご
甲
乙

な

か
り

き
。
高

度

の
國

氏

敏
育

が
普

及
し
都

齢

一
般

に

高

度

り
文
化

ぜ
有

ず
る
果

樹
等

」
於

て
,
其

鹿
茉
労

剛
者

感
陸

だ
し
く
家

隊

」
し
て
、
其

人
格

的
能
.刀
は
我
国

の

小
作

階
級

に
及
ば
ざ

る
が
如

き
低
級
の
も

の
な
り

き
。
此

射
た
「る
,
我

国

の
普
通

の
海
外
脱
擦

者
い
意

外
こ
す

る

所

な
り

し
も

。
彼

の
農
業
労
働

者

ば
賃

銀
勢
働

者

に
し

て
我
国

の
夫
れ

鳳
小
作
人

配
り
叉

彼
は
粗

大
低
級

の
力
役

を
主

ε
す

る
に
反

し
我
農

業
從
業
者
は

一
般

に
熟

練

勢
働

ご
補

し
得

為
程
度

の
も
の
な

る
こ
ご
を
知

る

ε
き
は
、

資

料

小
作
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議
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研
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四
六
二

此

現
象

た

る
敢

て
怪

む
を
要

せ
す
〇

一
の
肚

會

し
於
け

る
最

下
暦
沃

は

、
低

き
生
活

を

瞥
む

こ
ε

に
由

り
低
廉

の
勢
働

を
供
給

し
て
上
級

勢
働

剃
ε

競
.堅

し
、
以

マ・帯

し
上
級
着

り
生

祐
程
度

の
同

工
を

妨
げ

叉
は

之
を

下
降

せ

し
め
ん
こ
す

る
こ
ご
、
恰

も
貨
幣

緬

通

上
グ

レ
シ
ャ

ム
の
法
則

の
行

ほ
る

、
が
如

き
危

舷
を
有
す

る
の
み
な
ら
す

、
多
数

の
蒙
昧

低
級

な
る
階
級

の
存

在

す

る
こ
こ
は
砒

曾

り
専

制
的
統

制

を
可
能

居
ら
し

め
ズ
往

々
之

を
必

曇
な
ら
し
め

て
文

化

の
進

抄
を

害
す

る

こ

ご
大

な
り
。

之
を
國
踪
的

に
見

る

に
文

化

の
進

坐
せ

る
.四

兆
万
隊
洲

.諮
國

は
低
廉

な
る
東

隊
商
歓

の
移
.住
者

出
稼

者

の
侵

入

に
由

り
て
向

よ
を
脅

さ
れ
、
米
國

労
働
者

の
向

上
は
常

に
欧
洲

移
民

の
移
住

に
由

り
て
脅

さ
る

＼
ご
同

じ
く
、

一
団

四
に
於

て
も
都
會
労

働
者

の
物

偵
的
精

碑
的

向
上

駄
低

級
な

る
田
舎
労
働

者
の
侵
入

に
由

り
て
妨

げ

ら

る

、
を
免

れ
す
。
我
國

に
於

て
も
農
家

の
士
女

が

女
工

こ
な

り
て
工
業

勢
働

上
に
重
要

の
地

位
を
青

む

る

・
ε

が
勢
働

者
階

級

の
向

上
運

動

に
謝

し

て
人
な

る
障
碍

を
な

せ
る
こ
蓬
は
夙

」
世

人
の
注
意
す

る
所

な
る
が
、
暴

れ

一
は
女

子
勢
働

に
適

せ
る
繊
維

工
業
が
我

工
業

の
中

心
を
駕

し
.
進

ル
せ

る
金
鵬

工
業
機
械
製
造

条
が
不
振

な

る

に
由

る
も

の
に
し
て
、
大
髄

よ
り
見

れ
ば

我
国

の
田

舎
人

口
が
自

作
農

小
作
農

ざ
云

へ
る
自
主
的
勢
働

者

よ
り
成

.立

し
更

に
低
級
な

る
賃

銀
勢
働
者

に
あ
ら

ざ
る
こ
ざ

は
、
哉
國

の
肚

曾
的
進
歩

に
は

有
利
な
り
。
此

黙

に
付

て

は

集
約

の
農
業
を
警

め
る
白

耳
義

.
和
蘭

の
如

き
も
略

ぱ
同
様

に
し
て
、
資

本
的

大
農

業

の
行
は

る

」
他

の
諸

國

に

比

し
て
有
利

な
り
。

、
集
約

な

る
生
体
を
必
要

こ
す

る
我
農
業

に
於
て
は

機
械

を
使
用

し
得

る
範
囲

の
狭

小
な

る
は
既

に
述

べ
し
が

」

集
約
な

る
生
・差
は
莚

坐

せ
る
熟

練
勢
働

を
必
要

ε
す

る
が
故

に
、
今
日

の
小
作
人

よ
り
も
低
轍
な

る
勢

働
者

を
我

'



農
業
に
有
利
に
使
用
し
得

る
範
幽
も
狭
小
な
る
を
免
れ
す
、
大
農
継
鞍
の
多
く
行
は
る
、
北
方
猫
逸

」
於
て
は
、
.

最
下
層
労
働
者
た
る
農
業
労
働
者
も
時
勢
ε
共

に
進
歩

し
て
吹
笛
〃に
都
曾
に
移

る
に
及
び
、
}更
に
低
級
な
る
東
欧

の
農
業
勢
働
者

の
移
住
出
稼
に
由
り
其
農
業
を
維
持
し
た
り
、
我
國
は
東

洋

」
於
て
は
國
伐
の
生
活
程
度
最
至
口回

き
が
故

に
、
勢
働
者

の
束
柱
を
自
由
に
放
任
す
る
ご
き
は
、
多
数

の
支
那
朝
鮮
の
夢
働
者

の
移
入
を
生
じ
て
我
が

下
層
民
の
向

上
を
脅

か
す

べ
く
、
農
業

の
方
面
に
於
て
も
小
作
争
議

り
獲
展
す

る
に
從
て
、
地
主
は
小
作
人
を
追

放
し
、
水
出
耕
作
の
慣
習
を
有
す
る
朝
鮮
餅
働
者

を
移
入
し
て
之
に
代
ら
し
む
る
こ
ε
可
能
な
る

べ
く
、
現
に
近

來
諸
地
方
に
此
事
實
を
見

る
に
至
れ
り
。
黙
れ
こ
も
集
約
な
る
こ
ε
を
必
要

ご
す

る
我
農
業
に
於
て
低
級
な
る
朝

鮮
螢
働
者
を
有
利
に
使
用

し
得
る
範
團

の
挾
小
な
る
こ
ε
は
、
恰
も
我
農
業

」
機
械
を
使
用

し
得

る
範
園
の
狭
小

な
る
ε
異
ら
す
、
粗
放
な
る
大
農

の
行
は
る

・
北
猫
逸

の
庚
業

」
低
級
な
る
東
欧
勢
働
者
の
多
敷

に
優
人
す
る
に

反

し
、
集
約
な
る
高
級
の
農
業
の
汎
く
行
は
る
、
南
郷
及
臼
、
蘭
、
丁
の
諸
国
に
其
侵
入
を
見
ざ
る
こ
・し
は
注
意

す

べ
し
。

六

農

民

の

不

孝

小
作
孚
議

の
獲
生
が
商
工
業

に
蜀
す

る
農
業
の
不
利
に
原
因
す

る
所
少
な
か
ら
ざ

る
は
翫
述
の
如
く
な
る
が
、

商
工
業
封
農
業
叉
は
都
市
封
農
村

の
關
係
を
明
か
に
す
る
こ
ご
は
濁
り
小
作
争
議
の
研
究

に
必
要
な
る
の
み
な
ら

す
、今
後
買
付
せ
ら
る

べ
き

一
般
の
酷
會
改
造
問
題
の
理
解
に
も
必
要
な
り
、
實

に
畳
醒
し

つ
、
あ

る
今
日
の
農
村

が
都
市
に
劃
し
て
懐
く
所

の
不
孝
は
勢
働
者

の
資
本
家
に
謝
し
、
叉
女
子
の
男
子
に
劃
し
て
懐
く
所

の
不
卒

し
類

す

る
も
の
な
り
、
祉
會

の
共
同
維
持
者
ε
し
て
の
農
民

の
商
工
民
に
比
し
て
勢
苦
の
人
な
る
割
合
に
其
個
人
的
動

資

料

小
作
争
議
原
因
の
研
究

第
十
五
巻

(第
三
號

一
四
九
)

四
六
三

M



資

料

小
作
争
議
原
因
の
研
究

第
十
五
巻

(第
三
撹

一
五
Q
)

四
六
四

得

の
渣
小
な
る
の
み
な
ら
す
、
農
村
に
於
て
は
人
U
の
稀
薄
分
散
の
爲

め
佳
氏
共
通

に
享
受
し
得
る
各
般
の
文
化

的
施
該

ぜ
備

ふ
る
こ
ご
都
市
の
如
く
な
る
を
得
ざ
る
が
故

G
、
其

の
共

同
的
濫
曾
的
所
得
の
甚
だ
貧
甥
な
る
の
事

實
は
.
肚

曾
の
民
衆
化
せ
り
ご
構
せ
ら
る
＼
今
日
6
蛙
も
、
多
く
酋
將
ご
異
る
所
描
く
、
否
な
今
口
の
文
明
が
郷

倉
天
明
ご
給
せ
ら
る
Σ
が
如
く
、
比
熱

に
一關
ず
る
輔
都
の
間
の
不
儲権
衡
は

一
暦
皿増
大
す
る
の
傾
な
き
に
め
ら
す
、

此
重
大
な
る
不
公
李
が
矯
正
せ
ら
る
翼
ま
で
は
肚
曾
的
手
相
の
催
立
を
堅
む
こ
`
難

か
る

べ
し
、
由
來
農
業
は
商

工
業
に
比
し
て
安
全
な
る
が
故

に
、
其
牧
釜
の
小
な
る
は
當
然
な
り
ε
主
張
せ
ら
る

＼
る
を
常

ε
ず
ε
錐
も
、
農

業
が
自
給
自
足
の
範
圃
を
狭

め
て
交
通
縄
濟
の
組
織
に
引
込

ま
る
』
程
度
の
大
ご
な
る
に
從
ひ
、
其
安
全
の
程
度

を
減
少
ず
る
を
免

れ
す
、
特

に
我
国
に
於
て
は
米
償
が
世
界
の
重
要
商
品

に
類
例
を
見
ざ
る
が
如
き
暴
騰
暴
踏
を

繰
返
し
、
加
ふ
る
に
農
業
の
副
業
ご
し
て
非
常

に
重
要
の
時
位
を
占
む

る
に
至
れ
る
養
獄
も
人
な
る
浮
沈
を
呈
す

る
が
故

に
、
今
日
の
農
業

ゼ
以
て
特

に
安
全
の
事
業
な
り
ε
云

ふ
は
時
勢
の
推
移
に
盲
目
な
る
の
嫌

な

き

を

得

す
、
彼
の
地
代
牧
人
に
由
り
て
生
活

せ
ん
`
し
、
何
等

の
生
産
を
行
は
ざ

る
純
地
主
階
級
が
農
業

の
不
利
を
唱

ふ
る

こ
ピ
に
射
し
て
は
何
人
も
之
に
同
情
す

る
を
得
ざ
る

べ
し
ε
雌
も
、
眞

四
農
業
生
・産
着
π
る
自
作
農
及
小
作
農
の

現
代
吐
會

に
封
ず

る
不
李
不
懸

に
至
b
て
は
到
底
之
を
黙
殺
す
る
を
得
ざ
る
べ
し
。

今
日

の
農

一
が
共
の
過
小
な
る
牧
入
の
中
よ
り
公
共

の
爲
め
の
負
摺
を
要
求
せ
ら
る
、
割
合

の
大
な
る
こ
ε
は

特

に
農
村
の
不
等
を
甚
し
か
ら
し
む
る
原
因
な
り
、
今
此
負
謄
の
不
公
牛
ピ
主
張
せ
ら
る

、
重
な
る
も
の
を
翠
ぐ

れ
ば
、
第

一
は
農
民
の
所
得
に
劃
す

る
租
税
公
課
の
割
合
が
商
工
浅

し
比
し
て
著

し
く
高
率
な
る
こ
ピ
な
り
、
大
賊

省
及
各
地
劣
の
農
曾
の
調
査
が
盤
く
正
確
な
り
ご
云
ひ
難
し
ピ
す

る
も
、
同
額
の
所
得
に
謝
し
て
農
扶
の
負
措
が

■



商
工
民
の
実
れ
に
二
倍
す
る
場
合
多
し
ざ
云
ふ
は
事
實

に
遠
ざ
か
れ
り
ε
云
ふ
を
得
ざ
る
べ
し
、
血
税
ε
構
せ
ら

る

、
兵
役
の
負
搭
を
見
る
も
、
.人
口
の
割
合

に
農
村

の
負
措
の
重
き
こ

ご
物
税
の
場
合
ざ
多
く
異
ら
ざ
る
の
不
公

平
あ
り
、
特

に
商
工
氏
が
巧
妙
な
る
脱
挽
を
行
ひ
乍

ら
常

に
屡
税
連
動
L
奔
走
す
る
こ
ご
は
農
民
の
反
戚
を
張
む

る
こ
ε
人
な

る
も
の
あ
り
、
第

二
の
不
公
雫

は
都
鄙
の
問
に
於
け
る
人
口
の
永
鞭
的
移
動
よ
り
律
す

る
も
の
な
り
、

帥
ち
農
村
は
多
数

の
入
口

セ
養
育
し
て
其
の
生
産
年
齢
に
達
す

る
を
待
ち
之
を
都
市

に
供
給
す

る
.
一
ε
年
々
増
加

し
、
之
が
爲

め
都
市
は
自
己
の
存
在

に
必
要
な
る
生
産
者

の
養
育
費
の
負
推
を
免
れ
て
之
を
農
村

に
鱒
嫁
す
る
こ

ピ
Σ
な
る
、
固
よ
り
農
村
人
口
の
都
市
移
輔
は
常

に
農
村
の
損
失
ご
云
ふ
を
得
す

・し
錐
も
、
都
市
の
維
持
獲
展
の

爲
め
に
は
農
村
人
口
を
吸
牧
す

る
こ
ξ
を
必
要
ε
し
、
敗
頽
せ
る
都
市
の
血
液
が
清
鮮
な
る
農
村

の
血
液
に
由
り

て
常

に
更
新

岳
ら

る
、
こ
冠
を
必
要

ε
す

る
以
上
は
、
都
市
は
或
程
度
に
此
人
口
養
育
の
費
用
を
負
揖
す

る
こ
ご

を
公
李
だ
す

べ
し
、
然

る
に
公
費
負
措
の
割
合
を
見
れ
ば
、
都
市
は
農
村
を
搾
取
す

る
の
關
係
に
立

つ
こ
ピ
前
沈
　

の
如
く
不
公
卒
な

る
も
の
あ
り
、
第
三
の
不
公
卒
は
都
鄙
の
間

に
於
け
る
人
口
の

一
時
的
移
動
よ
り
生
す

る
も
の

な
り
、商

工
業
に
は
景
気
.不
景
氣
の
循
環
あ
り
て
、
好
景
氣

の
際

に
は
急
激
に
農
村
よ
り
勢
働
者
を
吸
散
し
て
充
分

の
利
益
を
牧
め
、

一
旦
不
景
氣
ε
な
り
て
勢
働
者
を
解
雇
す

る
や
、
共
の
大
多
数
は
農
村
よ
b
吸
股
し
セ
る
不
熟

練
労
働
者
な
る
が
、
彼
等
は
都
市
の
完
全
な
る
失
業
救
済
の
方
法
を
講
ぜ
ざ
る
が
爲
め
所
謂
蹄
農
の
方
法
を
探

る

の
已
む
を
得
ざ
る
に
至
り
、
農
村
は
次
の
好
景

"
.
.の
來
る
ま
で
之
を
養
ふ
の
.負
澹
を
課

せ
ら
る
、
こ
ご
』
な

る
、

マ
ル
ク
ス
の
云

へ
る
如
く
今
日
の
商
工
業
を
維
持
す
る
が
爲
め
に
は
平
素
多
数
の
貧
民
豫
備
軍
の
存
在
を
必
要
ε

す
る
も
の
な
る
が
、
此
豫
備
軍

の
維
持
は
失
業
保
険
其
他
の
方
法
に
由
り
都
市
自
身
が
之
を
負
推
す

る
を
.正
當
ε

資

料

小
作
研
躍
原
因
の
研
究

莇
十
五
巻

(第
三
號

一
五
こ

四
六
五



資

料
、

小
作
争
議
原
因
の
研
究

第
十
五
巻

(第
=.號

一
五
二
)
.
四
大
六
.

す

る

に
反

し

、
我
国

L
て
は
王

に
之

を
農
民

に
.質
権

せ

し
め

つ
、
あ
り
、
此

の
如

く
都

市

の
農
村

を
搾
取

し

つ

、
.

め
る
こ

ピ
は
事

ひ
難

き
事
實

な
り
、
漏
市

の
立
場
よ
り

云

へ
.ば
滞
市

は
文
化

を
醸

成
し

て
之
を
農

村

に
分
配
す

る

の
大
任
を
果

し

つ
＼
あ

る
が
故

に
、
農

村
の
之

に
封
ず

る
負
憺

を
寫
す

は

當
然

な
り
ご
主
張

し
得

ざ

る
に
め
ら
ず

ε
難

も
、
農
村

の
文
化
的

施
設

の
缺

乏
甚

し
き
爲

め
現

代

の
文

明
が
都
會

交
明

な
b
ε
給

せ
ら

る

、
こ
ε
前
述

の

如

く
な

る
以

上
は
、
畳

醒

し

つ

、
あ

る
農
村
が
従
順

に
碓
水

の
如

き
負
携

に
甘

ん
じ
、
特

に
粗
.衣
粗
食
を
農
民

の
.

天

分
の
如

く
諦
む

る
こ
ご
は

、
之
を
今
後

に
期
待
す

る

を
得
ざ

る

べ
一
。

世

人
或

は
今
日

の
農
民
が
種

々
の
不
孝
を
唱

ふ
ろ
は

.
共

の
農

業
勢
働

に
観

し
て
興

味
を
失

ふ
に
至
り

し
結
果

に
外

な
ら
す

ご
主
張
す

る
音

な

き

し
あ
ら
ず

、
然

れ
こ

も
今
日

の
我
農
業

砥
茶

集
約

猷
、程

度
を
高

め
て
園
藝
的

こ

な
り

つ
＼
め

る
が
故

に
、今

日

の
農
民
は

最
早

や
農
業

労
働

り
内

に
興
味

を
獲

見
す

る
を
得
す

ε
云

ふ
は
、
今

日

の

勢
働

者
が
共

の
機
械
的

分
業

的
な

る
工
場
労
働

の
内

」
興
味

を
見

出
だ
す
を
得
す

ε
主

張
す

る
よ
り
も
更

に
皮

相

的

の
観
察

な

る

べ
し
、
元
来
人
聞

の
活

動
慾
は
生
理
的

色
調
の
強

き
飲
食

慾
よ
リ
へ
蓬

か
に
多

く
人
間

の
肚

食
性

に
.原

幽
し
、
即

ち
肚

曾

の
薦
め
に
且

つ
批

曾
ご
共

に
活

動
せ

ん
ご
す

る
の
要

求

に
し
て
、
吾

々
は

生
産

の
爲
め
に
掛

倒
す

る

ご
同
特

に
、共

勢
働

を
蝶
介

ご
し

て
肚

曾

ご
融

△
[
せ

ん
ε
.す

る
者

な

る
が
故

に
、
]
且
勢
働
者

叉
は
農
民

が

共
同

乳
動
盾

ε

し
.て
砒
會

よ
り
公
正

の
待
遇
叉

は
當
然

の
敬

愛
を
受

く
る
能

は
す

ε
威
す

る
に
至

れ
ば
、
現
在

の

境

遇

に
於
け

る
勢
働

に
付

て
は
非
常

の
不
快

を
威
す

る

・
冤
れ
す

、
黙

れ
こ

も
是

を
以

て
彼
等

が
勢
働

自
身

に
興

味

を
失
ひ
た
り

ご
云

ふ
峨
速

鋤
た

る
を
免

れ
す

彼
等

の
要
求

は
肚

曾

工
り
當
然

敬
愛
を
受

け
公
正

の
待
遇

に

浴
し

つ
＼
勢
働

を
爲

さ
ん
蓬
す

る
に
在

b

、
帥
ち
勢
働

を
自
我

の
實

現
な
b

ざ
威

じ
、
之
を
神
聖
な

り
ご
感

じ
得

.



覧

る
境
地
に
立
っ
て
勢
動

せ
ん
ε
す
る
の
要
求
な
り
、
総
て
今
日
の
就
會
運
動
の
窮
極
の
目
的
は
各
自
が
砒
會
共
同

よ
り
成
る

べ
く
多

く
を
分
捕
ら
ん
ご
す

る
が
如
く
低
き
程
度
に
停
止
せ
す
、
更

に
進

ん
で
各
自
が
肚
曾
共
同
の
爲

め
に
快
よ
く
其
最
善
を
蓋
し
得
る
地
位
に
達
せ
ん
ご
す
る
に
在

り
、
暴
れ
實
際

の
肚
會
運
動
が
種

々
の
重
大
な
る

缺
陥
を
伴

ふ
に
係
は
ら
す
.
道

徳
上
不
可
抗
の
椹
威
を
有
す
る
所
以
な
り
。

農
村
の
都
市
に
劃
す
る
不
卒
は
文
化
の
民
衆
化
し

つ
、
あ
る
交
明
國

L
共
通
の
現
象
な
る
が
、
藪
に
注
意
す

べ

の

き
は
革
命
露
西
亜
の
重
大
な
る
弱
黙
も
亦
此
馴

し
存
す
る
が
如

し
、
今
日
の
露
国
7

府
は
勢
農
政
府
`
稠
せ
ら
る

る
ε
難
も
、
圭
ε
し
て
都
市
勢
働
者

し
立
脚
す
る
こ
ε
は
争

は
れ
ざ
る
事
實

な
り
、
然
る
に
露
国
の
都
市
は
本
來

政

膚
的
宗
教
的

に
成
立
し
、
小
鍬
の
貴
族
僧
侶

溜
人
口
の
八
九
割
を
青
む
る
農
民
の
膏
血
を
絞

り
、
之
を
消
費
亨

樂
す
る
が
薦
め
不
相
賞
し
尨
大
な
る
華
美
分
諸
都
市
を
建
設
し
た
る
も
の
な
り
、
前
世
紀
の
末
に
至
り
て
は
露
国

の

一
般
都
市
も
他
の
交
明
國
の
如
く
頗

ぶ
る
商
工
業
化

し
、
即
ち
消
費
的
な
る
よ
り
も

一
層
多
く
生
産
的
こ
な
b

た
る
が
如
し
ざ
難
も
、
共
商
工
業
の
圭
は
る
部
分
は
世
界
無
比
の
保
護
關
挽

に
由

り
て
成
立
し
、
又
其
蓮
轄

ば
外

國

の
資

李
ご
技
術
看
経

誉
者

こ
の
力

に
依
る
所
多
べ
し
て
自
立
自
管
の
能
力
極

め
て
乏
し
く
、
從

っ
て
農
村
が
都

市
の
爲
め
に
搾
取
せ
ら
る

、
關
係
に
鳳
殆

ん
ご
何
等
の
改
善
を
來
た
し
だ
リ
ボ
云
ふ
を
得
ず
、
而

し
て
革
命
後
に

於
け
る
額
σ
の
生
理
刀
り
倣
凝
は
持

し
大
な
る
が
故

に
、
其
の
簾
村
に
寄
生
す
る
崔
度
は
攣
ろ

一
層

入
ε
な
り
た

.り
ざ
見
る
を
得

べ
し
、
都
市
に
立
脚
す
る
露
國
の
現
政
府
の
存
立
の
爲
め
に
は
、國

囚
に
於
て

四
得
度
の
私
有
財
産

制
度
を
認
む
る
こ
ご
を
妨
げ
ざ
る
べ
き
も
、
外
囲
貿
易
は
之
を
政
府

に
凋
占
す

る
こ
ε
を
要
し
、
民
間

に
之
を
開

放
す
る
こ
ε
は
甚

だ
困
難
な
る

べ
し
、
何

ざ
な
れ
ば
若
し
之
を
民
間
に
開
放
す

る
ご
き
は
、
農
村
ば
製
造
品
の
大

資

料

小
作
争
膳
塊
因
の
研
兜

第
十
五
巻

(第
三
號

「
五
三
)

四
六
七



資

料

小
作
争
議
原
因
の
研
究
.

第
十
五
巻

(第
三
號

「
五
四
)

四
六
八

部
分
を
低
廉

に
外
國
.よ
り
得
る
こ
ご
を
有
利
ε
す

る
が
故

に
、
露
国
の
都
市
生
産
物
は
内
外
の
反
威
を
悪
し
か
ら

し
む
る
が
如
き
高
學
の
保
護
關
挽
を
設
く
る
も
省
ほ
震
域
の
需
用
を
失

ふ
て
縄
濟
上
よ
り
都
市

の
存

立
を
危
ふ
せ

ら
る
㌧
に
至
る
ぺ
け
れ
ば
な
り
、
露
国
政
府
は
貿
易
猫
占
に
由
り
低
廉

に
外
国
よ
b
輸
入
し
だ
る
製
造
品
を
高
償

に
農
村
に
分
配
し
て
其
差
額

に
由

り
龍
華

の
低
き
彪
大
な
る
都
市
を
維
持
す
る
こ
ε
を
必
要
ε
す

る
が
故
に
、
其

貿
易
猫
ガ
は
即
ち
保
護
制
度
π
る
ε
同
時
に
財
政
上
の
專
質
制
度
陀
る
こ
ε
は
、
,我
国
の
盛

暑
費
制
度
に
類
す

る

も
の
な
り
、
曲
水
露
幽
の
農
民
は
極

め
て
幼
稚
に
し
て
制
禦
し
易
し
ご
稠

せ
眠
る

、
ε
雌
も
、
彼
等
亦
既
に
地
主

を
撲
滅
し
て
革
命
を
概
験
し
た
る
者
な
る
が
故
に
、
露
国
政
府
が
更

に
大

に
農
民

に
接

近
す
る
に
あ
ら
さ
れ
ば
肚

倉
的
調
和
を
確
立
す
る
こ
己
難

か
る

べ
し
、
而
し
て
其
接
近
は
現
政
府
の
方
針
ε
し
て
傳

へ
ら
る
＼
が
如
く
農
業

を
電
気
化
し
、
從

っ
て
農
村
生
活
を
大
に
都
會
化
す

る
こ
ε
に
由
り
初

め
て
成
功
す
る
も
の
な
り
ゃ
否
や
は
別
に

研
究
を
要
す
る
問
題
な
り
。

覧

、


